『いさよひの日記聞書』――近世『十六夜日記』受容の様相―― by 幾浦 裕之
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
 － 71 －
 
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
』 
―
―
 
近
世
『
十
六
夜
日
記
』
受
容
の
様
相 ―
― 
幾  
浦  
裕  
之 
  
要  
旨 
 
『
十
六
夜
日
記
』
は
、
岩
佐
美
代
子
に
よ
っ
て
九
条
家
旧
蔵
本
（
江
戸
初
期
写
）
が
古
態
を
示
す
最
善
本
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
た
。
し
か
し
『
十
六
夜
日
記
』
が
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
、
日
記
・
紀
行
の
名
作
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
近
世
に
お
い
て
、
流
布
本
本
文
に
は
依
然
と
し
て
受
容
史
上
尊
重
す
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
流
布
本
本
文
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
近
世
の
『
十
六
夜
日
記
』
の
注
釈
と
し
て
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
小
山
田
与
清
『
十
六
夜
日
記
残
月
抄
』
が
あ
る
。
一
方
で
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
を
成
立
の
下
限
と
す
る
多
和
文
庫
蔵
『
十
六
夜
日
記
』、
そ
の
親
本
の
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
蔵
『
い
さ
よ
ひ
日
記
』
と
い
う
、
注
釈
の
あ
る
『
十
六
夜
日
記
』
の
伝
本
が
あ
り
、
松
原
一
義
に
よ
る
紹
介
、
翻
刻
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
伊
佐
宵
記
』
に
近
似
し
た
本
文
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
近
年
、
小
川
寿
一
旧
蔵
本
で
巻
末
の
識
語
に
「
寛
文
十
三
年
」（
一
六
七
三
）
の
年
次
を
も
つ
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
』（
内
題
。
外
題
は
『
阿
佛
道
之
記
』）
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
北
駕
文
庫
蔵
本
と
同
じ
注
釈
で
あ
る
が
、
注
に
異
同
や
増
減
が
み
ら
れ
る
。
九
条
家
旧
蔵
本
、
松
平
文
庫
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
し
か
な
い
熱
田
宮
奉
献
歌
の
五
首
目
を
有
し
、「
こ
の
哥
一
首
板
の
本
に
落
た
り
」
と
注
に
あ
る
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
製
版
本
『
十
六
夜
日
記
』
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ほ
か
に
も
『
伊
勢
物
語
集
注
』（
慶
安
五
年
刊
）
に
載
る
和
歌
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
注
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
書
物
が
参
照
さ
れ
、
十
七
世
紀
の
『
十
六
夜
日
記
』
受
容
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
。 
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一  
は
じ
め
に 
  
『
十
六
夜
日
記
』
は
著
名
な
日
記
・
紀
行
文
学
作
品
で
あ
り
、
明
治
期
以
降
多
く
の
教
科
書
に
も
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
本
文
に
つ
い
て
は
校
訂
上
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
伝
本
に
は
永
青
文
庫
蔵
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
』
に
代
表
さ
れ
る
流
布
本
系
統
と
、
異
本
系
統
の
本
文
を
も
つ
天
理
図
書
館
蔵
九
条
家
旧
蔵
本
、
島
原
図
書
館
蔵
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
の
二
本
が
あ
る
。
九
条
家
旧
蔵
本
は
玉
井
幸
助
が
注
目
し
『
十
六
夜
日
記
評
解
』
の
底
本
に
採
用
し
つ
つ
も
、
相
当
箇
所
を
流
布
本
に
よ
っ
て
校
訂
す
る
な
ど
、
流
布
本
本
文
を
正
統
と
す
る
態
度
が
か
つ
て
大
勢
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
岩
佐
美
代
子
に
よ
っ
て
九
条
家
旧
蔵
本
こ
そ
が
古
態
を
示
す
最
善
本
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
全
文
が
翻
刻
さ
れ
た
。
 
（
1
）
し
か
し
、『
十
六
夜
日
記
』
が
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
、
日
記
・
紀
行
の
名
作
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
で
流
布
し
た
本
文
は
依
然
と
し
て
受
容
史
の
な
か
で
尊
重
す
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
流
布
本
本
文
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
岩
佐
は
、
流
布
本
は
「
宮
廷
女
房
文
化
が
衰
退
し
て
消
息
文
関
係
の
女
房
ら
し
い
も
の
言
い
が
煩
雑
、
乃
至
不
可
解
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
室
町
末
期
に
、
男
性
、
そ
れ
も
宮
廷
人
と
い
う
よ
り
は
、
紀
行
に
興
味
を
持
つ
連
歌
師
の
よ
う
な
人
物
が
関
与
し
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
か
つ
て
考
察
し
た
。
流
布
本
本
文
成
立
を
め
ぐ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
べ
き
は
室
町
末
～
近
世
前
期
の
受
容
の
様
相
な
の
で
あ
る
。
元
禄
頃
以
前
の
成
立
と
み
ら
れ
る
『
阿
仏
東
下
り
』
な
  
（
2
）
ど
の
翻
案
作
品
の
検
討
な
ど
も
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
十
七
～
十
八
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
『
十
六
夜
日
記
』
の
注
釈
か
ら
考
察
し
た
い
。
近
世
の
『
十
六
夜
日
記
』
の
注
釈
と
し
て
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
小
山
田
与
清
に
よ
る
『
十
六
夜
日
記
残
月
抄
』
が
あ
り
、
こ
れ
が
有
名
で
あ
る
。
万
治
二
年
刊
本
『
十
六
夜
日
記
』
の
本
文
を
底
本
と
し
、
七
本
を
校
合
し
て
詳
細
な
注
を
加
え
た
、『
十
六
夜
日
記
』
の
初
め
て
の
本
格
的
な
注
釈
書
で
、
近
代
以
降
の
『
十
六
夜
日
記
』
注
釈
に
も
影
響
を
与
 － 74 －
え
て
き
た
。『
十
六
夜
日
記
』
に
つ
い
て
の
論
考
を
近
代
の
受
容
ま
で
射
程
に
い
れ
て
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
久
保
貴
子
も
、『
十
六
夜
日
記
残
月
抄
』
に
は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
 
（
3
）
、
一
方
で
伝
本
が
少
な
い
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
も
う
一
種
の
注
釈
で
あ
る
多
和
文
庫
本
『
十
六
夜
日
記
』
な
ど
に
つ
い
て
は
、
近
世
後
期
書
写
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
研
究
史
的
に
も
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
も
う
一
種
の
『
十
六
夜
日
記
』
注
釈
を
聞
書
注
と
呼
ぶ
。
聞
書
注
の
伝
本
に
つ
い
て
最
初
に
紹
介
し
た
研
究
は
、
小
川
寿
一
「「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
」
に
つ
い
て
」
 
（
4
）
で
あ
る
。
小
川
は
、
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
（
国
文
学
研
究
室
）
に
も
、
外
題
を
「
不
知
夜
日
記
註
」
 
（
5
）
と
す
る
一
本
が
あ
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
し
、
自
身
の
架
蔵
本
を
紹
介
し
て
い
る
。 
家
蔵
本
は
、
表
紙
に
は
「
阿
仏
道
之
記
」
の
題
簽
が
あ
る
が
、
内
題
は
「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
」
と
あ
つ
て
、
美
濃
型
で
一
面
十
二
行
（
一
枚
は
二
十
四
行
）
で
、
六
十
四
枚
か
ら
成
つ
て
い
る
。
第
一
枚
表
は
解
題
で
そ
の
裏
か
ら
初
ま
つ
て
い
て
、
本
文
を
二
、
三
行
ず
つ
挙
げ
て
、
一
字
下
げ
で
註
釈
し
て
あ
る
。
続
い
て
「
仮
名
諷
誦
」（
三
枚
）
を
収
め
、
本
文
を
一
、
二
行
宛
を
掲
げ
、
註
釈
を
施
し
て
い
る
。
最
後
（
第
七
十
六
丁
表
）
に
、
建
治
元
年
ヨ
リ
寛
文
十
三
年
マ
テ
凡
四
百
年
歟
此
年
号
ハ
前
ノ
道
ノ
記
ヨ
リ
廿
二
年
前
也
為
家
卿
の
追
善
歟
と
あ
る
。
そ
の
面
の
左
下
に
「
兼
道
以
他
本
校
了
」
と
別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
」
は
阿
仏
仮
名
諷
誦
の
註
を
も
附
載
し
た
も
の
で
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
に
は
出
来
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。 
聞
書
注
の
伝
本
と
し
て
は
、
小
川
旧
蔵
本
と
、
北
海
学
園
大
学
北
駕
文
庫
本
、
そ
し
て
北
駕
文
庫
本
を
書
写
し
た
多
和
文
庫
本
の
合
計
三
本
の
み
が
現
存
し
て
い
る
。
現
存
伝
本
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
も
、
先
掲
の
小
川
の
紹
介
論
文
と
、
松
原
一
義
「『
十
六
夜
日
記
』
注
釈
書
の
新
資
料
の
報
告―
多
和
文
庫
蔵
「
十
六
夜
日
記
」―
」
の
  
（
6
）
み
で
あ
っ
た
。
翻
刻
は
松
原
に
よ
っ
て
多
和
本
、
 
（
7
）
北
駕
文
庫
本
と
（
8
）
も
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
小
川
旧
蔵
本
は
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
夏
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
『
阿
仏
道
之
記
』
を
外
題
、「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
」
を
内
題
と
す
る
近
世
前
期
写
の
伝
本
が
収
蔵
さ
れ
、
稿
者
が
翻
刻
し
た
。
 
（
9
）
小
川
の
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
 － 75 －
蔵
書
印
で
（
10
）
あ
る
「
小
川
寿
／
一
蔵
書
」
の
長
方
形
朱
印
は
な
い
も
の
の
、
本
文
や
形
態
的
特
徴
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
小
川
旧
蔵
本
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
小
川
が
部
分
的
に
紹
介
し
て
い
た
伝
本
が
現
れ
た
こ
と
で
、
本
文
全
体
の
内
容
・
形
態
の
精
査
が
可
能
に
な
っ
た
。
松
原
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
聞
書
注
は
『
残
月
抄
』
よ
り
先
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
、『
残
月
抄
』
と
は
大
き
く
異
な
る
、
近
世
前
期
の
『
十
六
夜
日
記
』
受
容
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
二  
『
十
六
夜
日
記
』
の
聞
書
注
の
あ
る
伝
本
と
そ
の
関
係 
 
松
原
は
北
駕
文
庫
本
・
多
和
文
庫
本
の
研
究
か
ら
、
両
本
の
聞
書
注
の
成
立
の
下
限
を
、
両
本
の
奥
書
に
あ
ら
わ
れ
る
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
と
し
た
が
、
早
大
本
は
巻
末
の
識
語
に
本
文
・
注
釈
と
同
筆
で
「
寛
文
十
三
年
」
と
い
う
年
次
が
あ
る
。
早
大
本
は
寸
法
が
他
両
本
と
比
較
し
て
最
も
大
き
く
、
書
式
に
つ
い
て
も
、
注
が
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
、
か
つ
能
書
の
手
で
ゆ
っ
た
り
と
書
写
さ
れ
て
い
る
。
両
本
が
近
世
後
期
の
書
写
で
あ
る
の
に
対
し
、
早
大
本
は
書
写
年
代
も
近
世
前
期
の
も
の
で
あ
り
、
注
釈
の
成
立
時
に
近
い
書
写
の
伝
本
と
考
え
ら
れ
る
。
早
大
本
聞
書
注
の
書
誌
は
次
の
通
り
。 
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
』（
函
架
番
号  
ヘ
一
〇
・
七
三
八
〇
） 
袋
綴
装
一
冊
。
藍
色
無
地
表
紙
、
縦
二
七
・
〇
㎝
、
横
一
九
・
五
㎝
。
綴
糸
は
後
補
。
外
題
「
阿
佛
道
之
記
」、
内
題
「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
」。
外
題
は
本
文
同
筆
で
、
表
紙
中
央
の
斐
紙
雲
紙
原
題
箋
（
縦
一
六
・
五
㎝
、
横
五
㎝
）
に
書
か
れ
る
。
見
返
し
本
文
共
紙
、
楮
紙
。
後
ろ
見
返
し
右
端
の
裏
面
に
「
阿
佛
假
名
諷
誦
」
と
墨
書
直
書
き
（
反
故
を
見
返
し
に
利
用
し
た
も
の
か
）。
前
遊
紙
一
丁
。
下
端
に
蔵
書
の
管
理
に
用
い
た
と
み
ら
れ
る
付
箋
の
痕
が
あ
る
。
蔵
書
印
は
墨
付
一
丁
目
右
上
の
「
早
稲
田
／
文
庫
」
以
外
な
し
。
字
高
約
二
一
・
三
㎝
。
一
面
十
二
行
、
作
品
本
文
、
注
部
分
も
同
じ
大
き
さ
で
書
か
か
れ
、
注
部
分
は
本
文
に
対
し
て
一
〜
一
・
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五
字
数
分
下
げ
。
本
文
同
筆
な
が
ら
部
分
的
に
細
字
の
注
も
あ
り
、
注
の
増
補
の
過
程
も
窺
わ
れ
る
。
ミ
セ
ケ
チ
や
文
字
を
確
定
さ
せ
る
傍
記
あ
り
。
文
字
の
下
に
別
な
文
字
が
み
え
る
箇
所
が
あ
り
、
書
写
の
後
、
親
本
と
校
合
し
た
と
み
ら
れ
る
。 
墨
付
丁
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
一
丁
表
が
『
十
六
夜
日
記
』
の
解
題
、
一
丁
裏
〜
三
四
丁
裏
が
路
次
の
記
（
鎌
倉
へ
の
下
向
記
）、
三
四
丁
裏
〜
五
五
丁
裏
が
東
日
記
（
鎌
倉
滞
在
記
）、
五
六
丁
裏
〜
六
二
丁
裏
が
長
歌
、
六
三
丁
裏
～
六
四
丁
表
が
阿
仏
尼
の
伝
記
、
六
五
丁
表
か
ら
〜
六
七
丁
表
が
「
假
名
諷
誦
」
の
本
文
、
六
八
丁
表
〜
七
六
丁
表
が
「
假
名
諷
誦
」
注
釈
。
七
六
丁
表
に
注
釈
か
ら
一
行
あ
け
、
一
字
下
げ
て
、
本
文
・
注
釈
と
同
筆
で
「
建
治
元
年
ヨ
リ
寛
文
十
三
年
マ
テ
凡
四
百
年
歟
／
此
年
号
ハ
前
ノ
道
ノ
記
ヨ
リ
廿
二
年
前
也
為
家
卿
／
之
追
善
歟
」
と
あ
る
。
七
丁
裏
に
「
兼
道
按
打
屈
し
た
る
也
つ
く
と
書
く
は
あ
し
か
る
へ
し
」
と
本
文
・
注
釈
と
は
別
筆
で
頭
注
を
書
し
、
最
終
丁
左
下
に
「
兼
道
以
他
本
校
了
」
と
あ
る
。 
小
川
は
、
先
掲
論
文
に
お
い
て
、
早
大
本
の
識
語
に
み
え
る
人
物
を
、「
連
歌
師
猪
苗
代
謙
徳
（
文
政
三
歿
）
の
子
の
謙
道
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
考
証
す
る
。
し
か
し
こ
の
兼
道
と
い
う
の
は
、
徳
島
藩
士
の
湯
浅
兼
道
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
識
語
の
筆
跡
が
、
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
『
源
氏
物
語
聞
録
』
の
湯
浅
兼
道
の
署
名
と
（
11
）
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。
湯
浅
兼
道
は
、
宮
本
武
史
『
徳
島
藩
士
譜
』
に
  
（
12
）
も
載
り
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
九
月
四
日
に
没
し
た
徳
島
藩
の
藩
医
で
あ
る
。
湯
浅
幸
代
の
「
湯
浅
兼
道
筆
『
源
氏
物
語
聞
録
』
に
つ
い
て
」
に
  
（
13
）
よ
れ
ば
、
こ
の
源
氏
物
語
注
釈
は
、
木
下
長
嘯
子
系
の
江
戸
歌
人
で
あ
る
原
安
適
（
？
～
一
七
一
六
）
が
、
徳
島
藩
五
代
藩
主
、
蜂
須
賀
綱
矩
（
一
六
六
一
～
一
七
二
八
）
に
よ
っ
て
徳
島
に
招
か
れ
て
滞
在
し
た
折
、
徳
島
藩
藩
儒
の
那
波
魯
堂
が
安
適
か
ら
源
氏
物
語
の
講
義
を
聴
き
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
魯
堂
が
湯
浅
兼
道
に
講
義
し
、
兼
道
が
筆
録
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 
湯
浅
幸
代
に
よ
れ
ば
『
源
氏
物
語
聞
録
』
は
、
儒
教
的
言
説
の
み
ら
れ
る
近
世
の
源
氏
物
語
注
釈
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
源
氏
物
語
の
概
要
を
「
君
臣
、
父
子
、
朋
友
、
夫
婦
、
兄
弟
の
交
わ
り
、
菩
提
の
こ
と
で
も
、
此
物
語
に
残
す
こ
と
な
い
也
。」
と
述
べ
る
。
聞
書
注
に
も
、
冒
頭
か
ら
論
語
や
五
倫
の
道
に
つ
い
て
説
く
注
が
あ
り
、
或
い
は
兼
道
が
こ
の
聞
書
注
を
手
沢
本
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
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う
な
儒
教
的
言
説
の
注
に
注
目
し
た
故
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
徳
島
藩
藩
医
の
湯
浅
兼
道
の
手
沢
本
で
あ
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
北
駕
文
庫
本
の
奥
書
識
語
か
ら
享
受
圏
を
確
認
す
る
と
、
や
は
り
徳
島
藩
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
北
駕
文
庫
本
と
多
和
文
庫
本
の
書
誌
を
次
に
示
す
。 
・
北
駕
文
庫
本
『
い
さ
よ
ひ
日
記
』（
小
・
八
八
）、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
記
号
１
６‐
２
８‐
６ 
袋
綴
装
一
冊
。
横
刷
毛
目
表
紙
、
縦
二
二
・
七
㎝
、
横
一
六
・
二
㎝
。
外
題
は
表
紙
左
肩
の
水
玉
紋
様
紙
に
、「
い
さ
よ
ひ
日
記
」
と
墨
書
。
内
題
も
「
い
さ
よ
ひ
日
記
」。
墨
付
四
五
丁
。
本
文
は
一
面
あ
た
り
九
行
の
大
き
さ
、
注
釈
は
そ
の
半
分
ほ
ど
の
大
き
さ
の
細
字
で
一
字
下
げ
で
書
写
さ
れ
る
。
本
奥
書
「
正
徳
二
辰
年
季
冬
写
之  
町
尻
三
位
殿
」（
四
四
丁
裏
）、
書
写
奥
書
「
文
化
十
五
年
寅
如
月
冩
／
明
真
（
花
押
）」（
四
五
丁
表
）」、
識
語
「
こ
は
父
君
の
い
と
わ
か
き
時
の
／
御
筆
な
り
其
時
代
は
奥
の
／
識
語
に
も
の
し
給
ふ
を
見
て
／
あ
き
ら
か
な
り  
杉
園
主
人
」（
前
見
返
し
）。 
・
多
和
文
庫
本
『
い
さ
よ
ひ
日
記
』（
五
・
七
）、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
請
求
記
号
２
７
１‐
８
３‐
２ 
袋
綴
装
一
冊
。
水
玉
紋
様
表
紙
、
縦
二
四
・
三
㎝
、
一
五
・
七
㎝
。
外
題
は
表
紙
左
肩
に
「
十
六
夜
日
記
」
と
墨
書
直
書
き
。
内
題
は
「
い
さ
よ
ひ
日
記
」。
墨
付
七
一
丁
。
本
文
は
一
面
あ
た
り
六
～
八
行
の
大
き
さ
、
注
釈
は
一
面
あ
た
り
十
一
～
十
二
行
の
大
き
さ
で
書
写
さ
れ
る
。
本
奥
書
「
正
徳
二
辰
年
季
冬
冩
之  
町
尻
三
位
殿
（
七
〇
丁
裏
）」「
文
化
十
五
年
寅
如
月
冩
／
明
真
（
偽
花
押
）
（
七
一
丁
表
）」、
書
写
奥
書
「
明
真
は
西
尾
安
保
か
家
の
子
也
／
文
政
元
水
無
月
冩
之
／
仁
尾
永
成
（
花
押
）（
七
一
丁
裏
）」、
識
語
「
こ
の
十
六
夜
日
記
は
去
年
の
冬
阿
波
國
徳
嶋
の
或
書
肆
に
て
得
た
る
を
群
書
類
従
本
に
つ
き
て
／
異
同
あ
る
を
朱
も
て
か
た
へ
に
か
き
つ
け
畢
へ
ぬ  
于
時
明
治
十
七
年
五
月
九
日
／
琴
ひ
ら
山
の
寓
居
に
て  
松
を
か
の
調
（
一
丁
裏
）」。 
松
原
一
義
が
北
駕
文
庫
本
の
解
題
・
翻
刻
で
既
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
明
真
（
小
杉
明
真
、
一
七
九
八
～
一
八
七
七
）
は
、
阿
波
蜂
須
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賀
家
の
陪
審
（
蜂
須
賀
家
家
老
の
西
尾
志
摩
氏
の
家
臣
）
で
あ
る
。
歌
人
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
『
詠
草
引
付
』（
二
〇‐
七
七
四‐
二
）
と
い
う
、
国
学
者
新
居
正
方
の
詠
草
に
小
杉
明
真
が
合
点
し
た
と
い
う
資
料
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
と
い
え
ば
明
真
は
二
十
一
歳
で
、
識
語
の
通
り
「
わ
か
き
時
」
で
あ
り
、
若
年
時
か
ら
こ
の
よ
う
に
歌
書
を
書
写
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
杉
園
主
人
と
い
う
の
は
、
そ
の
息
子
の
小
杉
椙
邨
（
一
八
三
四
～
一
九
一
〇
）
で
あ
る
。
全
国
の
古
文
書
を
書
写
・
抄
録
し
た
『
徴
古
雑
抄
』（
稿
本
が
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）、
文
部
省
修
士
館
掌
記
と
し
て
の
『
古
事
類
苑
』
の
編
纂
な
ど
で
著
名
な
国
学
者
で
（
14
）
あ
る
。 
多
和
文
庫
本
に
み
え
る
仁
尾
永
成
（
？
～
一
八
四
二
）
も
徳
島
藩
士
で
、
先
掲
の
『
徳
島
藩
士
譜
』
に
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
多
和
文
庫
初
代
当
主
で
あ
る
松
岡
調
に
よ
る
多
和
文
庫
本
の
識
語
に
も
、
同
本
は
徳
島
の
書
肆
で
手
に
入
れ
た
と
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
早
大
本
ほ
か
二
本
も
、
手
沢
や
感
得
識
語
に
徳
島
と
い
う
場
所
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
そ
れ
で
は
、
早
大
本
と
北
駕
文
庫
本
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
早
大
本
に
わ
ず
か
に
あ
る
細
字
の
注
か
ら
、
そ
れ
を
考
察
し
て
み
た
い
。
兼
道
の
識
語
が
あ
る
阿
仏
の
出
立
の
場
面
は
、『
十
六
夜
日
記
』
諸
本
間
で
「
う
ち
く
つ
し
」
か
「
う
ち
つ
く
し
」
で
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
早
大
本
の
「
う
ち
く
つ
し
」
の
ま
ま
で
よ
い
の
だ
が
、
早
大
本
は
そ
こ
に
、
本
文
同
筆
で
、
ミ
セ
ケ
チ
と
「
つ
く
」
と
傍
記
が
あ
り
、
訂
正
に
よ
っ
て
む
し
ろ
誤
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
兼
道
の
識
語
は
そ
れ
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。 
 早
大
本 
し
た
は
し
け
な
る
人
〳
〵
のも〻
そ
て
の
し
つ
く
も
な
く
さ
め 
か
ね
た
る
中
に
も
侍
従
大
夫゛
な
 
ン
と
の
あ
な
か
ち
に 
侍
従
は
為
相
、
大
夫゛
は
為
顕
な
る
べ
し
。 
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兼
道
按
打  
 
う
ち
つく〻
くつ〻
し
た
る
さ
ま
い
と
こ
ゝ
ろ
く
る
し
け
れ
ば 
屈
し
た
る
也 
さ
ま
〳
〵
い
ひ
こ
し
ら
へ
ね
や
の
う
ち
を
見
れ
は
む
か
し
の
枕 
つ
く
と
書
は 
の
さ
な
か
ら
か
は
ら
ぬ
を
み
る
も
い
ま
さ
ら
か
な
し
く
て
か
た
（
七
ウ
）』 
あ
し
か
る
へ
し
は
ら
に
か
き
つ
く゜ 
 
北
駕
文
庫
本 
 
 
 
 
し
た
は
し
気
な
る
人
〳
〵
の
袖
の
し
つ
く
も
慰
め
か
ね
た
る
中 
 
 
 
 
に
も
侍
従
大
夫
な
と
の
あ
な
か
ち
に
う
ち
つ
く
し
た
る
さ
ま 
 
 
 
 
侍
従
は
為
相
大
夫
は
い
と
心
く
る
し
け
れ
は
様
〳
〵
言
こ
し
ら
へ
ね
や 
 
 
 
 
為
顕
な
る
へ
し 
（
五
オ
）」 
 
 
 
 
の
う
ち
見
れ
は
昔
の
枕
の
さ
な
か
ら
か
は
ら
ぬ
を
見
る
も
今 
 
 
 
 
更
か
な
し
く
て
か
た
は
ら
に
か
き
つ
く 
  
北
駕
文
庫
本
は
「
う
ち
つ
く
し
」
で
あ
る
。
こ
こ
だ
け
で
な
く
、
早
大
本
の
本
文
同
筆
の
ミ
セ
ケ
チ
箇
所
と
傍
記
は
、
ほ
ぼ
北
駕
文
庫
本
に
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
早
大
本
は
親
本
以
前
の
段
階
で
、
北
駕
文
庫
本
の
系
統
の
聞
書
注
と
ど
う
や
ら
校
合
し
た
ら
し
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。「
う
ち
く
つ
し
」
か
ら
「
う
ち
つ
く
し
」
へ
の
誤
っ
た
訂
正
も
、
こ
の
よ
う
な
校
合
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 
 
で
は
書
式
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
早
大
本
は
本
文
も
注
も
同
じ
大
き
さ
で
書
写
さ
れ
整
然
と
し
て
い
る
。
一
方
、
北
駕
文
庫
本
は
本
文
は
大
き
く
、
注
は
細
字
で
書
か
れ
、
既
存
の
『
十
六
夜
日
記
』
の
写
本
の
余
白
に
注
を
書
き
入
れ
た
よ
う
な
印
象
を
も
つ
。
し
か
 － 80 －
し
、
北
駕
文
庫
本
は
、「
侍
従
大
夫
」
と
い
う
本
文
に
対
す
る
注
「
侍
従
は
為
相
大
夫
は
為
顕
な
る
へ
し
」
が
行
頭
に
書
か
れ
、
そ
の
た
め
に
「
い
と
心
く
る
し
け
れ
は
」
と
い
う
本
文
が
前
の
行
と
比
べ
て
五
字
分
下
が
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
『
十
六
夜
日
記
』
の
写
本
の
余
白
に
注
を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
書
写
は
起
こ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
北
駕
文
庫
本
も
、
雑
然
と
し
て
は
い
る
が
、
親
本
の
書
式
を
あ
る
程
度
留
め
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
同
じ
「
侍
従
は…
」
の
注
は
早
大
本
で
は
行
間
に
細
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
注
も
、
あ
る
い
は
早
大
本
が
北
駕
文
庫
本
の
系
統
の
聞
書
注
と
校
合
し
た
際
に
書
き
入
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
様
の
箇
所
は
他
に
も
存
在
す
る
。 
 
早
大
本 さ
ら
に
思
ひ
つ
ゞ
く
れ
ば
や
ま
と
注
今
さ
ら
哥に也
の
道
は
た
ゞ
ま
こ
と
す 
く
な
く
あ
だ
な
る
す
さ
みひ〻
は
か
り
と
お
も
ふ
人
も
や
あ
ら
ん
（
二
ウ
）』 
 
北
駕
文
庫
本 
 
 
さ
ら
に
思
ひ
つ
ゝ
く
れ
ば  
今
更
に
也  
や
ま
と
哥
の
道
は
た
ゝ
誠 
 
 
少
く
仇
な
る
す
さ
み
は
か
り
と
思
ふ
人
も
や
あ
ら
ん
（
二
ウ
）』 
 
で
は
、
早
大
本
と
北
駕
文
庫
本
の
注
の
内
容
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
異
同
が
顕
著
な
次
の
例
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
路
地
の
記
の
終
盤
、
相
模
路
に
お
い
て
箱
根
山
を
下
り
、
湯
坂
を
越
え
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。 
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
 － 81 －
早
大
本 い
と
さ
か
し
き
山
を
く
だ
る
人
の
あ
し
も
と
と
ま
り
か
た
し
ゆ
ざ
か 
と
い
ふ
な
る
か
ら
う
じ
て
こ
え
は
て
た
れ
ど
ふ
も
と
に
は
や
川
と
言 
河
あ
り
ま
こ
と
に
は
や
し
（
三
二
ウ
） 
こ
の
と
の
字
決
前
生
後
の
心
也  
ゆ
ざ
か
は
今
の
湯
本
の
坂
を
い
ふ
に
や 
か
ら
う
じ
て
は
辛
労
し
て
こ
ゆ
る
な
り
は
や
川
今
も
あ
り
こ
え 
は
て
た
れ
ど
と
を
さ
へ
て
ふ
も
と
に
ま
つ
と
い
ふ
詞
と
文
字
に
て
聞
え 
か
た
き
や
う
也
然
と
も
此
詞
は
こ
え
は
て
た
ら
ば
こ
よ
ひ
と
ゝ
ま
る
と
こ 
ろ
あ
る
や
と
お
も
ふ
に
さ
も
な
け
れ
ば
い
ひ
の
べ
た
る
詞
也
こ
の
と
文 
字
な
と
は
上
手
の
文
章
な
ら
て
は
を
き
か
た
き
と
の
字
也
か
や
う
の
所 
文
章
に
ゆ
う
あ
り
て
お
も
し
ろ
き
物
也 
 
北
駕
文
庫
本 
 
 
い
と
さ
か
し
き
山
を
下
る
人
の
足
も
留
り
か
た
し
ゆ
さ
か
と
い
ふ
な
る 
 
 
か
ら
う
し
て
越
は
て
た
れ
はと
麓
に
早
川
と
い
ふ
川
有
誠
に
は
や
し 
 
 
 
 
ゆ
坂
は
今
の
湯
本
の
坂
を
い
ふ
に
や
此
坂
の
ふ
も
と
に
今
も
早
川
流
た
り
か
ら
う
し
て
は
辛
労
し
て
こ
ゆ
る
也
こ
へ 
 
 
 
 
果
た
れ
と
ゝ
を
さ
へ
て
麓
に
早
川
と
い
ふ
詞
と
の
字
に
て
聞
へ
か
た
き
や
う
也
然
共
此
詞
は
こ
へ
は
て
た
れ
は 
 
 
 
 
今
宵
留
る
所
あ
る
や
と
思
ふ
に
麓
に
早
川
と
い
ふ
川
あ
り
と
也
と
の
字
に
て
言
の
へ
た
る
詞
也
此
と
の 
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字
は
決
前
生
後
の
詞
と
て
前
の
詞
を
と
の
字
に
て
お
さ
へ
て
又
言
出
す
故
に
ま
へ
を
け
つ
し
て
し
り
へ
に
生
す
と
い
ふ
心
也 
 
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
す
接
助
詞
「
ど
」
が
、
描
写
の
展
開
に
お
い
て
巧
み
に
機
能
し
て
い
る
と
評
価
す
る
注
で
あ
る
。
そ
れ
を
総
括
す
る
「
こ
の
と
の
字
決
前
生
後
の
心
也
」
が
早
大
本
で
は
注
の
冒
頭
で
述
べ
、「
こ
の
と
文
字
な
と
は
上
手
の
文
章
な
ら
て
は
を
き
か
た
き
と
の
字
也
」
と
末
尾
で
再
度
ふ
れ
る
と
い
う
双
括
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
駕
文
庫
本
は
「
此
と
の
字
は
決
前
生
後
の
詞
と
て…
ま
へ
を
け
つ
し
て
し
り
へ
に
生
す
と
い
ふ
心
也
」
と
末
尾
で
総
括
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
注
の
順
序
・
内
容
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
北
駕
文
庫
本
本
文
は
、「
越
は
て
た
れ
は
」
と
あ
り
、「
と
」
は
傍
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
文
に
は
肝
心
の
「
と
」
が
現
れ
な
い
の
で
あ
る
。
双
括
型
か
尾
括
型
か
ど
ち
ら
の
ほ
う
が
整
っ
た
注
と
い
え
る
か
は
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
本
文
に
関
し
て
言
え
ば
、
当
該
箇
所
は
早
大
本
の
ほ
う
が
注
と
合
致
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。 
 
し
か
し
、
早
大
本
の
注
の
ほ
う
が
本
文
と
合
致
し
て
い
な
い
例
も
あ
る
。 
 
東
路
の
ゆ
さ
か
を
越
て
見
わ
た
せ
は
し
ほ
き
な
か
る
ゝ
は
や
川
の
水末
イ
（
62
）  
―
す
ゑ
水
イ
（
北
駕
文
庫
本
） 
さ
な
か
ら
み
や
り
た
る
躰
也
異
本
に
水
と
あ
り
水
と
い
ふ 
こ
ゝ
ろ
よ
り
末
と
い
ふ
心
増
れ
る
に
や
上
句
に
み
わ
た
せ
ば
と
あ
れ
は  
（
三
三
オ
）」 
末
と
い
ふ
心
か
お
も
し
ろ
き
か 
 
「
異
本
に
水
と
あ
り
」
と
注
釈
す
る
の
だ
か
ら
、
被
注
本
文
は
、
北
駕
文
庫
本
の
よ
う
に
「
す
ゑ
」（
或
は
「
末
」）
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
こ
の
箇
所
、
九
条
家
本
「
み
つ
」、
諸
本
も
「
水
」）。
し
か
し
早
大
本
本
文
は
、「
水
」
と
し
、
そ
の
下
に
イ
本
注
記
を
し
て
、
末
を
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
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傍
書
す
る
。
早
大
本
は
異
本
本
文
の
「
水
」
を
本
文
化
し
て
書
写
す
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
早
大
本
も
北
駕
文
庫
本
も
、
本
文
の
和
歌
の
結
句
は
、
他
の
『
十
六
夜
日
記
』
諸
本
に
は
み
ら
れ
な
い
「
早
川
の
末
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
早
大
本
と
北
駕
文
庫
本
は
、
共
通
祖
本
を
も
つ
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
だ
が
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を
写
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
要
素
は
な
い
。
わ
か
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
早
大
本
が
親
本
以
前
の
段
階
で
北
駕
文
庫
本
の
系
統
の
聞
書
注
と
校
合
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
一
方
、
早
大
本
の
注
の
ほ
う
に
誤
字
が
あ
る
例
が
三
例
あ
る
。
次
に
示
す
例
１
に
は
、
早
大
本
で
は
、「
此
こ
ろ
の
お
ほ
か
た
の
名
は
」
と
い
う
、「
と
」
が
脱
落
し
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。 
例
１ 
今
宵
は
ひ
き
ま
の
す
く
と
い
ふ
所
に
と
ゝ
ま
る
此
こ
ろ
の
お
ほ 
か
た
の
名
は
は
ま
枩
と
そ
い
ひ
し  
（
二
三
オ
）  
―
處
（
北
駕
文
庫
本
） 
北
駕
文
庫
本
で
は
、
漢
字
で
「
處
」
と
あ
る
。
文
意
か
ら
は
「
處
」
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。 
例
２
は
、
式
乾
門
院
御
匣
と
い
う
女
房
歌
人
に
つ
い
て
の
注
で
、
早
大
本
で
は
「
此
御
匣
ゆ
へ
哥
人
な
り
」
と
い
う
意
味
の
通
ら
な
い
注
が
あ
る
。 
例
２ 
式
乾
門
院
の
み
く
し
け
と
の
と
き
こ
ゆ
る
は
久
我
○の
大
政
大
臣
の 
御み
む
す
め
こ
れ
も
續
後
撰
よ
り
う
ち
つ
ゞ
き
ふ
た
ゝ
ひ 
み
た
ひ
の
集
の
う
ち
き
ゝ
に
も
哥
あ
ま
た
入
た
ま
へ
る
人
な 
れ
は
御
名
も
か
く
れ
な
く
こ
そ 
 
 
 
 
（
中
略
）
式
乾
門
院
は
後
高
倉
院
の
皇
女
利
子
也
八
十
五
代
後
堀
川 
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院
の
御
妹
也  
（
三
七
ウ
）」 
御
母
は
北
白
河
院
殿
と
云
也
久
我
太
政
大
臣
基
家
公
の
御
女
み 
く
し
げ
也
此
御
匣
ゆ
へ
哥
人
な
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
御
匣
殿
ハ
哥
人
な
り
（
北
駕
文
庫
本
） 
同
箇
所
は
、
北
駕
文
庫
本
で
は
「
御
匣
殿
ハ
哥
人
な
り
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
早
大
本
の
「
ゆ
へ
」
は
、
北
駕
文
庫
本
の
注
の
よ
う
に
親
本
に
「
殿
」
と
あ
っ
た
字
を
、
字
体
の
似
た
「
故
」
と
見
間
違
え
て
、
書
写
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
例
３
は
、
阿
仏
が
為
家
の
妹
、
和
徳
門
院
新
中
納
言
に
、
亡
き
為
家
を
夢
に
見
る
と
消
息
に
て
語
る
箇
所
で
あ
る
。 
例
３  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
草
の
枕
（
北
駕
文
庫
本
） 
と
聞
ゆ
そ
の
つ
ゐ
で
に
古
入
道
大
納
言
夢
の
枕
に
も
立
添 
て  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
為
家
卿
な
り
（
五
〇
ウ
）」 
ゆ
め
に
見
え
さ
せ
給
ふ
よ
し
な
 
ン
と 
 
 
 
 
在
鎌
倉
に
て
見
る
夢
な
れ
は
草
の
枕
に
も
立
添
て
と 
 
 
 
 
い
へ
り 
早
大
本
は
、「
草
の
枕
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
草
に
字
形
の
似
た
、「
夢
」
と
い
う
字
に
誤
写
し
て
い
る
。
こ
の
「
夢
の
枕
」
と
い
う
誤
写
は
他
の
『
十
六
夜
日
記
』
諸
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。 
以
上
の
よ
う
に
、
書
式
か
ら
は
整
然
と
書
写
さ
れ
た
印
象
を
う
け
る
早
大
本
の
ほ
う
が
誤
写
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
で
、
北
駕
文
庫
本
の
ほ
う
は
、
作
品
本
文
を
二
行
書
き
落
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
注
に
も
脱
文
が
あ
る
。
早
大
本
に
は
こ
の
よ
う
な
脱
文
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
早
大
本
か
ら
北
駕
文
庫
本
が
、
或
い
は
、
北
駕
文
庫
本
か
ら
早
大
本
が
書
写
さ
れ
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
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た
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
以
上
の
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
図
示
す
る
と
、
少
な
く
と
も
左
の
図
の
よ
う
な
関
係
性
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
と
こ
ろ
」「
殿
」「
草
」
を
誤
写 
Ａ  
早
大
本
の
親
本―
―
早
大
本 
 
 
 
 
＼  
 
 
 
 
校
合
し
て
訂
正
と 
共
通
祖
本  
 
 
 
 
 
 
 
↓
 
 
ミ
セ
ケ
チ 
 
 
 
 
／  
 
 
脱
落
数
行 
Ｂ  
兼
量
書
写
本―
転
写
本―
―
北
駕
文
庫
本―
―
多
和
文
庫
本 
  
三  
聞
書
注
の
『
十
六
夜
日
記
』
本
文
部
分
の
性
質 
 
次
に
、
聞
書
注
に
書
写
さ
れ
て
い
る
『
十
六
夜
日
記
』
の
本
文
が
、
現
存
伝
本
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
合
写
さ
れ
る
作
品
の
組
み
合
わ
せ
や
奥
書
（
識
語
）
は
、
ど
の
伝
本
と
類
似
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。 
『
十
六
夜
日
記
』
は
主
に
路
次
の
記
（
関
東
へ
の
下
向
記
）、
東
日
記
（
鎌
倉
で
の
滞
在
記
）、
長
歌
か
ら
構
成
さ
れ
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
『
阿
仏
假
名
諷
誦
』
が
合
写
さ
れ
る
。
主
要
な
伝
本
で
も
そ
の
全
て
を
合
写
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
中
で
、
聞
書
注
は
こ
の
全
て
を
合
写
し
て
い
る
。
他
に
も
、
長
歌
の
あ
と
に
附
属
す
る
二
種
の
奥
書
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
聞
書
注
、
な
か
で
も
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早
大
本
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
近
似
し
て
い
る
。
聞
書
注
に
関
係
す
る
『
十
六
夜
日
記
』
の
主
要
な
伝
本
の
合
写
の
状
況
を
次
に
示
す
。 
 
 
 
 
 
 
日
記
解
題  
路
次
の
記  
置
文
和
歌  
東
日
記  
長
歌  
奥
書
一  
奥
書
二  
阿
仏
假
名
諷
誦  
阿
仏
假
名
諷
誦
注 
九
条
家
旧
蔵
本  
 
 
 
有  
 
 
 
有  
 
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
有 
松
平
文
庫
本  
 
 
 
 
有  
 
 
 
有  
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有  
 
 
有  
 
 
 
 
静
嘉
堂
文
庫
本  
 
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有  
 
 
有  
 
 
 
有 
〈
流
布
本
〉 
永
世
文
庫
本  
 
 
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有 
古
活
字
版  
 
 
 
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有  
 
 
有 
万
治
二
年
版
本  
 
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有  
 
 
有 
〈
聞
書
注
〉 
早
稲
田
大
本  
有  
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有  
 
 
有  
 
 
 
有  
 
 
 
 
 
有 
北
駕
文
庫
本  
有  
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
有 
多
和
文
庫
本  
有  
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
有  
 
有  
 
 
有  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
有 
 
奥
書
一
と
い
う
の
は
、
長
歌
中
の
句
で
あ
る
箇
所
（
早
大
本
で
示
す
）、 
の
こ
る
よ
も
ぎ
と  
 
 
 
か
こ
ち
て
し  
 
 
 
人
の
な
さ
け
も 
か
た
り
け
り 
 
 
 
 
君
ひ
と
り
跡
な
き
あ
さ
の
数
し
ら
ば
残
る
よ
も
ぎ
の
か
ず
を
こ
と
は
れ 
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
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此
哥
の
事
也
。
こ
し
べ
の
尼
公
の
歌
な
り
。
次
に
く
は
し
。（
六
二
オ
） 
の
「
裏
書
」
に
あ
っ
た
と
い
う
次
の
よ
う
な
識
語
で
あ
り
、
従
来
後
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
俊
成
卿
女
が
越
部
庄
の
領
有
権
の
侵
害
に
遭
っ
た
際
、「
君
ひ
と
り
」
の
和
歌
を
詠
進
し
て
訴
訟
・
評
定
も
な
く
地
頭
の
非
法
を
制
止
し
た
と
い
う
歌
徳
説
話
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
九
条
家
本
で
は
長
歌
と
と
も
に
存
在
し
な
い
。こ
の
奥
書
一
に
も
伝
本
間
に
異
同
が
あ
る
の
だ
が
、
江
口
正
弘
編
『
十
六
夜
日
記
校
本
及
び
総
索
引
』
を
 
（
15
）
参
照
し
て
対
校
す
る
と
、
早
大
本
は
静
嘉
堂
文
庫
本
に
あ
る
異
同
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
（
16
）
 
 
残
る
よ
も
ぎ
と
か
こ
ち
け
る
所
の
裏
書
に
、
皇
太
后
宮  
 
 
 
 
 
皇
太
后
宮
（
他
）―
皇
太
宮
（
静
） 
 
 
 
太
夫
俊
成
卿
の
御
女
、
父
の
譲
と
て
、
播
磨
國
こ
し
べ
の
庄
と
云  
 
俊
成
卿
の
（
静
・
学
な
ど
）―
俊
成
の
（
他
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所
を
つ
た
へ
し
ら
れ
け
る
を
、
さ
ま
た
げ
て
む
さ
し
の
前  
 
 
 
 
け
る
を―
（
静
・
万
・
古
な
ど
）
け
る
を
地
頭
の
（
他
） 
さ
ま
た
け
て
（
静
）―
さ
ま
た
け
（
他
） 
ナ
シ
（
静
）―
お
ほ
く
て
（
他
）
な
ど 
む
さ
し
の
（
学
・
静
・
慶
）―
昔
む
さ
し
の
（
他
） 
 
 
司
へ
こ
と
な
る
訴
訟
に
は
あ
ら
で
、
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
哥  
 
 
 
哥
は
（
静
）―
文
に
（
他
） 
  
 
は
、
新
勅
撰
に
も
入
侍
る
と
や
ら
ん
。
心
の
ま
ゝ
の
よ
も
ぎ
の
み  
 
侍
る
と
（
静
）―
て
候
（
永
）、
て
（
古
、
万
な
ど
） 
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し
て
と
い
ふ
御
哥
を
、
か
こ
ち
て
申
さ
れ
け
る
哥
、 
  
 
 
 
君
ひ
と
り
あ
と
な
き
あ
さ
の
数
し
ら
ば
残
る
よ
も
ぎ
の
数
を
こ
と
は
れ
（
119
）  
よ
も
き
の
（
静
）―
よ
も
き
か
（
他
） 
  
 
と
よ
ま
れ
け
れ
ば
、
評
定
に
も
お
よ
ば
ず
、
廿
一
ヶ
條
の
地
頭
の 
  
 
ひ
ほ
う
を
、
み
な
と
ゞ
め
ら
れ
け
り
。
そ
の
ゝ
ち
、
野
中
の
し
水○
を
す
ぐ  
 
 
 
ら
れ
け
り
（
静
）―
ら
れ
て
候
け
り
（
他
） 
  
 
と
て
、 
  
 
わ
す
ら
れ
ぬ
も
と
の
心
を
知
が
ほ
に
野
中
の
し
水
か
げ
○を
だ
に
み
じ
（
120
）  
を
し
り
か
ほ
に
（
静
）―
の
あ
り
か
ほ
に
（
他
） 
  
 
と
よ
ま
れ
た
る
も
、
そ
の
こ
し
べ
の
せ
う
へ
、
く
だ
ら
れ
け
る
と
き
の
（
六
三
オ
） 
  
 
哥
也
。
新
勅
撰
に
入
て
侍
り
し
。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
な
り
（
静
）―
歌
に
て
候
（
永
な
ど
）、
哥
に
て
（
他
） 
  
 
 
永
仁
六
年
三
月
一
日
書
之  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
シ
（
静
、
学
な
ど
） 
 
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
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そ
し
て
奥
書
二
は
引
用
を
省
略
す
る
が
、
九
条
家
本
、
永
世
文
庫
本
、
北
駕
文
庫
本
、
多
和
文
庫
本
に
存
在
し
な
い
、
阿
仏
尼
の
伝
記
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
二
も
伝
本
間
で
異
同
が
あ
る
が
、
早
大
本
で
は
学
習
院
大
学
本
、
慶
応
義
塾
大
学
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
と
共
通
す
る
。 
聞
書
注
の
『
十
六
夜
日
記
』
本
文
と
静
嘉
堂
文
庫
本
の
近
さ
に
つ
い
て
は
、
松
原
一
義
が
多
和
文
庫
本
の
本
文
に
つ
い
て
「
他
の
ど
の
本
よ
り
静
本
に
近
接
し
て
い
る
」
こ
と
を
既
に
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
原
の
『
阿
仏
仮
名
諷
誦
』
の
本
文
系
統
の
整
理
に
お
い
て
も
、
北
駕
文
庫
本
、
多
和
文
庫
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
同
じ
系
統
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
 
（
17
）
 
 
で
は
静
嘉
堂
文
庫
本
と
は
い
か
な
る
伝
本
な
の
だ
ろ
う
か
。
静
嘉
堂
本
の
本
文
の
重
要
性
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
森
井
信
子
の
論
考
は
（
18
）
、「
静
嘉
堂
本
は
混
合
写
本
で
あ
り
、
主
な
親
本
と
し
て
、
九
条
家
本
・
慶
應
大
学
蔵
本
・
学
習
院
大
学
蔵
本
・
古
活
字
本
が
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
更
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
数
本
あ
る
親
本
の
中
の
良
い
部
分
を
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
書
写
態
度
を
考
慮
す
る
と
、
整
定
本
と
も
言
い
得
る
。
そ
し
て
、
奥
書
な
ど
に
書
写
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
親
本
と
考
え
た
場
合
江
戸
初
期
か
ら
中
期
頃
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
 
（
19
）
結
論
付
け
て
い
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
の
書
誌
を
以
下
に
示
す
。 
袋
綴
装
一
冊
。
茶
色
無
地
表
紙
、
縦
二
二
・
六
㎝
、
横
一
九
・
八
㎝
の
枡
型
本
。
綴
糸
は
後
補
。
江
戸
前
～
中
期
写
。
外
題
「
伊
佐
宵
記
」、
内
題
な
し
。
外
題
は
本
文
同
筆
で
、
表
紙
中
央
の
金
銀
野
毛
も
み
箔
散
ら
し
の
原
題
箋
に
書
か
れ
る
。
見
返
し
本
文
共
紙
、
楮
紙
。
遊
紙
な
し
。
蔵
書
印
は
「
松
井
氏
／
蔵
書
印
」、
松
井
簡
治
旧
蔵
本
。
字
高
約
一
六
・
〇
㎝
。
一
面
十
二
行
。
和
歌
一
字
下
げ
。
上
の
余
白
が
や
や
大
き
く
、
仮
綴
じ
の
ま
ま
上
遍
の
化
粧
断
ち
を
控
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
墨
付
丁
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
一
丁
表
〜
一
九
丁
裏
が
路
次
の
記
、
一
九
丁
裏
〜
三
二
丁
裏
が
東
日
記
（
鎌
倉
滞
在
記
）、
三
二
丁
裏
〜
三
四
丁
裏
が
長
歌
、
三
五
丁
表
～
三
六
丁
表
が
奥
書
一
、
三
六
丁
裏
か
ら
〜
三
九
丁
裏
が
「
阿
佛
房
の
か
な
ふ
し
ゆ
」（
内
題
）
の
本
文
で
あ
る
。
東
日
記
の
終
わ
り
と
長
歌
の
間
に
は
一
行
空
け
も
な
く
続
け
て
書
写
さ
れ
る
。
長
歌
は
一
行
あ
た
り
三
句
書
き
で
、
句
間
は
一
文
字
分
空
け
て
い
る
。
奥
書
一
の
末
尾
の
「
永
仁
六
年
三
月
一
日
書
之
」
が
な
く
、
奥
書
二
が
奥
書
一
の
「
新
勅
撰
に
入
て
侍
り
」
に
続
け
て
書
写
さ
れ
る
。
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一
筆
書
き
で
能
書
の
手
で
丁
寧
に
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
90
番
歌
「
く
ら
べ
見
よ
」
だ
け
二
字
下
げ
を
忘
れ
て
地
の
文
と
同
じ
高
さ
か
ら
書
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
聞
書
注
の
本
文
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
熱
田
宮
へ
の
奉
献
歌
の
五
首
目
が
載
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
五
首
目
の
和
歌
は
、
静
嘉
堂
本
、
九
条
家
本
、
松
平
文
庫
本
の
み
に
あ
る
も
の
で
、
他
の
諸
本
に
は
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。 
 
 
 
 
契
り
あ
れ
や
む
か
し
も
ゆ
め
に
み
し
め
縄
た
ゞ
爰
に
し
も
め
ぐ
り
あ
ひ
ぬ
る
（
121
） 
 
 
 
 
こ
の
哥
一
首
、
板
の
本
に
落
た
り
。
哥
の
心
は
、
む
か
し
三
河
の 
 
 
 
 
國
宮
路
山
ま
で
、
阿
佛
の
、
父
と
友
な
ひ
て
、
く
だ
り
給
ひ
し
時
、 
 
 
 
 
こ
の
熱
田
を
と
を
り
給
ふ
ゆ
へ
に
、
ひ
さ
し
き
事
な
れ
ば
、
む
か
し 
 
 
 
 
も
ゆ
め
に
み
た
る
と
也
。
今
又
二
た
び
拜
み
奉
る
べ
き
契
り 
 
 
 
 
な
れ
や
、
と
な
り
。
み
し
め
縄
、
心
に
か
け
て
と
い
ひ
て
、
む
か 
 
 
 
 
し
の
契
り
に
め
ぐ
り
あ
ふ
と
、
夢
に
對
し
て
い
へ
り
。（
一
八
オ
） 
 
岩
佐
美
代
子
は
、五
首
揃
っ
て
い
る
本
文
を
、九
条
家
本
が
阿
仏
の
原
作
の
古
態
を
保
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
の
第
一
に
挙
げ
て
い
る
。 
こ
の
五
首
目
に
つ
い
て
、
聞
書
注
に
は
「
こ
の
哥
一
首
板
の
本
に
落
た
り
」
と
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
整
版
本
『
十
六
夜
日
記
』
を
披
見
し
て
い
る
ら
し
い
注
が
あ
る
（
古
活
字
本
で
も
こ
の
五
首
目
は
脱
落
し
て
い
る
）。
同
箇
所
は
北
駕
文
庫
本
で
は
「
お
ほ
か
た
の
ほ
ん
に
お
ち
た
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
披
見
し
た
の
が
版
本
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
注
意
さ
れ
る
の
は
、
聞
書
注
の
「
み
し
め
縄
、
心
に
か
け
て
と
い
ひ
て
」
と
い
う
箇
所
は
、
被
注
本
文
の
和
歌
に
そ
ぐ
わ
ず
、
む
し
ろ
静
嘉
堂
本
の
「
心
に
か
け
て
」
や
、
九
条
家
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本
、
松
平
文
庫
本
の
当
該
歌
の
四
句
目
「
こ
ゝ
ろ
に
か
け
て
」
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
聞
書
注
の
被
注
本
文
が
誤
写
を
起
こ
し
て
い
る
か
、
被
注
本
文
と
聞
書
注
は
別
の
成
立
、
つ
ま
り
既
存
の
『
十
六
夜
日
記
』
の
あ
る
写
本
（「
た
ゞ
爰
に
し
も
」
と
い
う
本
文
が
書
写
さ
れ
た
写
本
）
に
、
注
を
書
き
入
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
』
と
い
う
も
の
が
成
立
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
聞
書
注
の
成
立
の
も
と
に
な
る
、『
十
六
夜
日
記
』
を
講
釈
す
る
場
が
あ
っ
た
と
し
て
、
講
釈
者
の
も
っ
て
い
た
伝
本
と
、
講
釈
を
筆
記
す
る
者
の
持
っ
て
い
た
伝
本
に
は
異
同
が
あ
り
、
聞
書
注
は
後
者
の
伝
本
を
も
と
に
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
現
存
伝
本
、
つ
ま
り
早
大
本
と
北
駕
文
庫
本
な
の
で
あ
ろ
う
。 
ま
た
、
次
の
注
か
ら
は
、
聞
書
注
が
成
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
注
の
説
を
述
べ
て
い
る
人
物
は
、
万
治
二
年
版
本
に
限
ら
ず
、
複
数
の
『
十
六
夜
日
記
』
を
披
見
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
 
東
路
の
桜
を
み
て
も
わ
す
れ
ず
は
都
の
花
を
人
や
と
は
ま
し
（
92
） 
み
や
こ
人
の
哥
の
返
し
也
。
心
明
ら
か
也
。
い
づ
れ
の
本
に
も
、
返
哥 
四
首
あ
り
。（
四
六
オ
） 
 
で
は
、
聞
書
注
の
早
大
本
の
『
十
六
夜
日
記
』
本
文
が
、
静
嘉
堂
本
へ
近
接
し
て
い
る
度
合
い
は
、
実
際
は
ど
の
程
度
な
の
だ
ろ
う
か
。
早
大
本
と
静
嘉
堂
本
と
の
異
同
を
示
し
、
当
該
箇
所
が
、
現
存
伝
本
の
な
か
で
最
も
古
態
を
留
め
る
九
条
家
本
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
以
下
に
示
す
。
ま
ず
早
大
本
の
本
文
と
丁
数
（
オ
モ
テ
／
ウ
ラ
）
を
掲
出
し
、
下
に
静
嘉
堂
本
、
九
条
家
本
の
（
20
）
異
文
を
示
す
。
早
大
本
と
一
致
し
て
い
る
場
合
は
、
早
大
本
本
文
の
下
に
（
静
）（
九
）
で
示
し
た
（
漢
字
、
仮
名
の
別
と
清
濁
は
校
異
を
略
す
）。 
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〈
路
次
の
記
〉 
2
ウ  
さ
ら
に
思
ひ
つ
ゞ
く
れ
ば
（
九
）―
さ
ら
は
お
も
ひ
つ
ゝ
く
れ
は
（
静
） 
4
オ  
み
ち
を
た
す
け
よ
子
を
は
こ
く
め―
道
を
た
す
け
よ
子
を
は
く
ゝ
め
（
静
・
九
） 
4
ウ  
い
ゑ
を
た
す
け
ん
お
や
こ
の
命
も
ろ
と
も―
家
を
た
す
け
ん
お
や
こ
の
命
も
諸
共
（
静
・
九
） 
5
オ  
み
ち
を
か
へ
り
み
る
う
ら
み
は
（
九
）―
道
を
か
へ
り
み
る
か
き
り
は
（
静
） 
6
ウ  
さ
り
と
て
は
文
屋
の
康
秀
か
さ
そ
ふ
水
に
も
あ
ら
す―
さ
り
と
て
は
文
屋
康
秀
か
さ
そ
ふ
に
も
あ
ら
す
（
静
）・
さ
り
と
て
文
屋
の
や
す
ひ
て
か
さ
そ
ふ
に
も
あ
ら
す
（
九
） 
7
オ  
な
○に
と
な
く
い
そ
ぎ
た
ち
ぬ―
何
と
な
く
い
そ
き
た
ち
ぬ
（
静
・
九
） 
7
ウ  
し
た
は
し
け
な
る
人
〳
〵
のも〻
、―
し
た
は
し
け
な
る
人
〻
の
（
静
・
九
） 
7
ウ  
う
ち
つく〻
くつ〻
し
た
る
さ
ま
い
と
こ
ゝ
ろ
く
る
し
け
れ
ば―
打
つ
く
し
た
る
さ
ま
い
と
く
る
し
け
れ
は
（
静
）・
う
ち
く
む
し
た
る
さ
ま
い
と
心
く
る
し
け
れ
は
（
九
） 
7
ウ  
ね
や
の
う
ち
を
見
れ
は―
ね
や
の
う
ち
見
れ
は
（
静
）・
ね
や
の
う
ち
を
み
や
れ
は
（
九
） 
8
オ  
代
々
に
か
き
お
か
れ
け
る
哥
の―
代
〻
に
か
き
を
か
れ
た
る
哥
の
（
静
）・
代
〻
に
か
き
を
か
れ
け
る
哥
の
（
九
） 
8
ウ  
是
を
む
か
し
の
形
見
と
も
見
よ―
是
を
む
か
し
の
形
見
と
は
見
よ
（
静
・
九
） 
9
オ  
む
か
し
の
人
に
き
か
せ
た
て
ま
つ
り
た
く
て
（
九
）―
昔
の
人
に
き
か
せ
た
て
ま
つ
り
た
く
（
静
） 
9
ウ  
山
よ
り
し
し
う
の
あ
に
の
律
師
も―
山
よ
り
侍
従
の
兄
の
律
師
（
静
）・
山
よ
り
侍
従
の
あ
に
の
お
り
し
も
（
九
） 
10
オ  
そ
れ
も
い
と
心
ほ
そ
し
と
お
も
ひ
た
る
を―
そ
れ
も
い
と
物
心
ほ
そ
し
と
お
も
ひ
た
る
を
（
静
・
九
） 
10
オ  
こ
の
手
な
ら
ひ
と
も
を
見
て
ま
た
か
き
そ
へ
た
り
（
九
）―
此
手
な
ら
ひ
と
も
を
見
て
か
き
そ
へ
た
り
（
静
） 
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10
オ  
あ
ざ
り
の
君
は
山
伏
に
候―
あ
さ
り
の
君
は
山
ふ
し
て
に
て
（
静
）
あ
さ
り
の
君
は
山
ふ
し
に
て
（
九
） 
10
ウ  
を
く
り
奉
ら
ん
と
て
い
て
た
た
る
め
る
を―
を
く
り
た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
出
た
る
を
（
静
）・
を
く
ら
む
と
て
い
て
た
る
め
る
を
（
九
） 
11
オ  
む
ま
れ
給
ふ
こ
と
に
て―
む
ま
れ
給
ひ
し
事
に
て
（
静
）・
む
ま
れ
た
ま
へ
り
し
は
か
り
に
て
（
九
） 
11
オ  
ふ
る
里
に
残
る
な
て
し
こ
（
九
）―
ふ
る
さ
と
の
の
こ
る
な
て
し
こ
（
静
） 
11
ウ  
哥
の
御
返
事
に
は―
哥
の
御
返
事
は
（
静
）・
哥
の
返
し
に
は
（
九
） 
12
オ  
お
こ
が
ま
し
け
れ
ど
（
九
）―
お
こ
か
ま
し
く
侍
れ
と
（
静
） 
12
オ  
あ
ふ
さ
か
の
関
こ
ゆ
る
ほ
と
に
も―
あ
ふ
さ
か
の
関
こ
ゆ
る
ほ
と
に
（
静
）
あ
ふ
さ
か
の
関
こ
ゆ
る
程
も
（
九
） 
12
ウ  
さ
た
め
な
き
命
は
し
ら
ぬ
旅
な
れ
は―
さ
た
め
な
き
命
は
し
ら
ぬ
旅
な
れ
と
（
静
・
九
） 
12
ウ  
日
は
く
れ
か
ゝ
り
て
い
と
も
の
か
な
し
（
九
）―
日
は
く
れ
か
ゝ
る
て
い
と
は
か
な
し
（
静
） 
13
オ  
つ
く
へ
し
と
さ
だ
め
つ
れ
ど
（
九
）―
つ
く
へ
し
と
さ
た
め
つ
れ
と
も
（
静
） 
14
オ  
十
七
日
は―
十
七
日
の
夜
は
（
静
）・
十
六
日
夜
は
（
九
） 
14
オ  
霧
の
ま
よ
ひ
に
た
と
り
い
て
つ
や〻―
霧
の
ま
よ
ひ
に
た
と
り
出
つ
（
静
・
九
） 
14
ウ  
う
き
世
の
ゆ
め
や
醒
か
井
の
水―
う
き
世
の
夢
を
さ
め
か
井
の
水
（
静
）
う
き
世
の
夢
やを〻
さ
め
か
井
の
水
（
九
） 
16
オ  
十
九
日
ま
た
こ
ゝ
を
い
て
○て
ゆ
くく―
十
九
日
又
こ
ゝ
を
い
て
ゝ
行
（
静
・
九
） 
17
オ  
一
の
宮
な
さ
ゑや〻
な
つ
か
し―
一
の
宮
名
さ
へ
な
つ
か
し
（
静
・
九
） 
17
オ  
廿
日
お
は
り
の
國
に
お
も
と
ゝ
い
ふ―
廿
日
お
は
り
の
國
お
も
と
ゝ
い
ふ
（
静
）・
廿
日
お
は
り
の
國
お
り
と
の
む
ま
や
を
（
九
） 
17
ウ  
か
た
ひ
く
し
ほ
も
波
の
ま
に
〳
〵―
か
た
ひ
く
し
ほ
も
神
の
ま
に
〳
〵
（
静
・
九
） 
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17
ウ  
お
な
し
心
に
神
も
う
く
ら
ん
（
九
）―
お
な
し
心
に
神
も
う
つ
ら
ん
（
静
） 
17
ウ  
み
つ
塩
の
さ
し
て
う
き
つ
る―
み
つ
し
ほ
の
さ
し
て
そ
き
つ
る
（
静
・
九
） 
18
オ  
我
ゆ
く
さ
き
のにイ
さ
は
り
あ
ら
す
な―
我
行
さ
き
の
さ
は
り
あ
ら
す
な
（
静
・
九
） 
18
オ  
み
し
め
縄
た
ゝ
爰
に
し
も
め
く
り
あ
ひ
ぬ
る―
み
し
め
な
は
心
に
か
け
て
め
く
り
あ
ひ
ぬ
る
（
静
・
九
） 
18
ウ  
す
み
た
川
の
わ
た
り
に
こ
そ
あ
り
と
き
ゝ
し―
す
み
た
川
の
渡
り
に
こ
そ
あ
り
と
き
ゝ
し
か
と
（
静
・
九
） 
19
オ  
く
ら
さ
に
は
し
も
見
え
す
な
り
ぬ
（
九
）―
く
ら
さ
に
橋
も
見
え
す
（
静
） 
19
ウ  
風
に
つ
れ
な
き
と
こ
ろ
〳
〵
朽
葉
に
そ
め
か
へ
て
げ
り―
風
に
つ
れ
な
き
所
〻
も
み
ち
葉
に
そ
め
か
へ
て
け
り
（
静
）・
風
に
つ
れ
な
き
く
れ
な
ゐ
處
〻
く
ち
葉
に
そ
め
か
へ
て
け
る
（
九
） 
20
オ  
紅
葉
の
錦
色
か
へ
る
ま
て
（
九
）―
も
み
ち
の
に
し
き
色
か
へ
る
と
て
（
静
） 
20
ウ  
山
の
す
そ
野
に
竹
の
在
所
に―
山
の
す
そ
野
に
竹
の
あ
る
所
に
（
静
）・
山
の
す
そ
野
に
竹
あ
る
所
に
（
九
） 
21
オ  
廿
二
日
あ
か
つ
き
夜
ふ
か
き
あ
り
明
の
か
け
に―
廿
二
日
の
あ
か
つ
き
は
夜
ふ
か
く
有
明
の
か
は
か
り
（
静
）・
廿
二
日
の
暁
夜
ふ
か
き
あ
り
明
の
か
け
に
（
九
） 
21
ウ  
旅
人
の
お
な
し
道
に
や
出
ぬ
ら
ん―
旅
人
の
お
な
し
道
に
や
出
つ
ら
む
（
静
・
九
） 
22
オ  
む
れ
ゐ
た
る
は
う
と
い
ふ
鳥
な
り
け
り―
む
れ
ゐ
た
る
は
鵜
と
い
う
鳥
（
静
）・
む
れ
ゐ
○た
る
は
鵜
と
い
ふ
と
り
な
り
け
り
（
九
） 
22
ウ  
岩
の
上
に
も
い
た
り―
岩
の
う
へ
に
も
ゐ
た
り
（
静
）・
岩
の
う
へ
に
も
居
た
り
（
九
） 
23
オ  
ひ
き
ま
の
す
く
と
い
ふ
所
に―
ひ
き
ま
の
し
ゆ
く
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
（
静
）・
ひ
き
ま
の
宿
と
い
ふ
所
に
（
九
） 
23
オ  
此
こ
ろ
の
お
ほ
か
た
の
名
は―
此
所
の
お
ほ
か
た
の
名
は
（
静
・
九
） 
23
ウ  
み
し
人
な
み
にを〻
む
か
し
を
そ
と
ふ―
見
し
人
な
み
に
む
か
し
を
そ
思
ふ
（
静
）・
見
し
人
な
み
に
む
か
し
を
そ
と
ふ
（
九
） 
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23
ウ  
廿
三
日
天
竜
の
わ
た
り―
廿
三
日
天
り
う
の
わ
た
り
（
静
）・
廿
三
日
て
ん
ち
う
の
わ
た
り
（
九
） 
24
ウ  
廿
四
日
ひ
る
に
な
り
て
さ
や
の
中
山
こ
ゆ
（
九
）―
廿
四
日
ひ
る
に
な
り
て
さ
や
の
中
山
こ
ゆ
に
（
静
） 
25
オ  
こ
と
の
ま
ゝ
と
か
や
い
ふ
や
し
ろ―
と
の
ま
ゝ
と
か
や
い
ふ
や
し
ろ
（
静
）・
と
の
ま
ゝ
と
い
ふ
や
し
ろ
（
九
） 
25
オ  
き
く
川
と
い
ふ
所
に
と
ゝ
ま
る
（
九
）―
き
く
川
と
い
ふ
所
に
と
ま
る
（
静
） 
25
オ  
松
風
お
く
る
さ
や
の
な
か
や
ま―
ま
つ
風
を
く
る
さ
よ
の
中
山
（
静
・
九
） 
27
オ  
た
ゝ
や
む
こ
と
な
き
所
ひ
と
つ
に
ぞ
お
と
つ
れ
き
こ
ゆ
る（
九
）―
た
ゝ
や
ん
こ
と
な
き
所
ひ
と
つ
に
そ
を
と
つ
れ
き
こ
ゆ（
静
） 
28
オ  
澳
津
の
は
ま
に
打
い
づ
（
九
）―
お
き
津
の
し
ま
に
う
ち
い
つ
（
静
） 
29
ウ  
波
た
ゞ
枕
の
上
に
立
さ
は
ぐ―
な
み
た
た
ま
く
ら
の
う
へ
に
て
た
ち
さ
は
く
（
静
）・
な
み
た
ゝ
枕
に
た
ち
さ
は
く
（
九
） 
30
ウ  
誰
か
方
に
な
ひ
き
は
て
ゝ
か
ふ
し
の
ね
の
（
九
）―
誰
か
か
た
に
な
ひ
き
は
て
ゝ
ふ
し
の
ね
の
（
静
） 
30
ウ  
い
つ
の
世
の
ふ
も
と
の
ち
り
か
ふ
し
の
ね
をの〻―
い
つ
の
世
の
ふ
も
と
の
ち
り
か
ふ
し
の
ね
を
（
静
）・
い
つ
の
世
の
ふ
も
と
の
ち
り
か
ふ
し
の
ね
の
（
九
） 
31
ウ  
伊
豆
の
府
と
い
ふ
所
に
と
ゝ
ま
る―
伊
豆
の
こ
う
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
と
ゝ
ま
る
（
静
・
九
） 
31
ウ  
よン
○み
て
た
て
ま
つ
る―
讀
て
た
て
ま
つ
る
（
静
）・
よ
み
○て
た
て
ま
つ
る
（
九
） 
32
オ  
廿
八
日
伊
豆
の
府
を
い
て―
廿
八
日
伊
豆
の
こ
う
を
出
て
（
静
・
九
） 
32
ウ  
ゆ
か
し
さ
そ
そ
な
た
の
雲
を
そ
ば
た
て
ゝ―
ゆ
か
し
さ
よ
そ
な
た
の
雲
を
そ
は
た
て
ゝ
て
（
静
・
九
） 
33
オ  
は
や
川
の
水末
イ―
は
や
川
の
水
（
静
）・
は
や
川
の
み
つ
（
九
） 
34
オ  
あ
け
は
な
る
ゝ
海
つ
ら
を―
あ
け
は
な
る
ゝ
海
の
上
を
（
静
・
九
） 
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〈
東
日
記
〉 
35
ウ  
あ
り
し
御
返
し
と―
あ
り
し
御
返
事
と
（
静
・
九
） 
36
オ  
お
ぼ
し
め
し
わ
す
れ
さ
り
け
る
に
や
い
と
や
さ
し
く―
お
ほ
し
め
し
わ
す
れ
さ
り
け
る
に
や
と
い
と
や
さ
し
く
（
静
）・
お
ほ
し
わ
す
れ
さ
り
け
り
に
や
い
と
や
さ
し
く
（
九
） 
36
ウ  
な
み
た
し
く
る
ゝ
袖
や
い
か
に
と
（
九
）―
な
み
た
し
る
ゝ
そ
て
や
い
か
に
と
（
静
） 
38
ウ  
北
白
河
と
の
へ
ま
か
り
し
か
ど―
北
白
川
殿
へ
ま
い
り
た
り
し
か
と
（
静
・
九
） 
38
ウ  
心
に
か
ゝ
り
て
を
と
つ
れ
き
こ
ゆ―
心
に
か
か
り
給
て
便
に
を
と
つ
れ
聞
ゆ
（
静
）・
心
に
か
ゝ
り
給
ひ
て
た
よ
り
に
を
と
つ
れ
き
こ
ゆ
（
九
） 
38
ウ  
雪
の
ひ
ま
な
さ
なン
と―
雪
の
ひ
ま
な
さ
と
（
静
）・
雪
の
ひ
ま
な
さ
な
と
（
九
） 
39
オ  
そ
の
御
か
へ
り
事―
そ
の
御
返
り
（
静
）・
そ
の
御
返
事
（
九
） 
39
オ  
た
よ
り
あ
ら
ば
と
こ
ゝ
ろ
が
け
ま
い
ら
せ
つ
る
を―
た
よ
り
あ
ら
は
と
心
に
か
け
ま
い
ら
せ
つ
る
を
（
静
）・
た
よ
り
あ
ら
は
と
心
に
か
け
ま
い
ら
せ
さ
ふ
ら
ひ
つ
る
を
（
九
） 
39
ウ  
の
ち
に
そ
か
ゝ
る
事―
後
に
そ
か
ゝ
る
御
事
（
静
）・
の
ち
に
こ
そ
か
ゝ
る
御
事
（
九
） 
40
オ  
と
押
は
か
り
御
返
し
は―
と
を
し
は
か
り
御
返
事
は
（
静
）
と
候
し
御
返
事
は
（
九
） 
40
ウ  
御
か
へ
り
を
そ
聞
ゆ
る―
御
返
は
か
り
を
そ
き
こ
ゆ
る
（
静
）・
御
返
事
は
か
り
を
そ
き
こ
ゆ
る
（
九
） 
41
ウ  
い
と
哀
に
て
み
れ
は
あ
ね
君―
い
と
あ
は
れ
に
て
見
れ
は
あ
ね
君
（
静
）・
い
そ
き
み
れ
は
あ
ね
君
（
九
） 
42
ウ  
霞
こ
め
た
る
な
か
め
の
た
ど
〳
〵
し
き
深
谷
の―
か
す
み
こ
め
た
る
な
か
め
の
た
と
〳
〵
し
さ
深
谷
の
（
静
）・
か
す
み
こ
め
た
る
な
か
め
の
す
ゑ
は
い
と
ゝ
し
く
た
に
の
（
九
） 
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42
ウ  
う
く
ひ
す
の
初
音
を〻
た
に
も―
鴬
の
初
音
た
に
も
（
静
）・
鴬
の
は
つ
ね
た
に
（
九
） 
43
オ  
ま
た
都
の
た
よ
り
あ
り
と
つ
げ
た
る
人
あ
れ
は
（
九
）―
又
都
の
た
よ
り
あ
れ
は
（
静
） 
43
オ  
れ
い
〳〻
〵
の
所
〳
〵
へ
の―
れ
い
の
と
こ
ろ
所
へ
の
（
静
）・
れ
い
の
所
〳
〵
へ
（
九
） 
43
ウ  
ま
き
る
ゝ
事
な
く
哥
を
よ
み
給
ふ
人
な
れ
ば―
ま
き
る
ゝ
事
な
く
哥
を
の
み
よ
み
給
ふ
人
な
れ
は
（
静
）・
ま
き
る
ゝ
方
な
く
哥
を
の
み
よ
み
給
ふ
人
な
れ
は
（
九
） 
43
ウ  
か
き
あ
つ
め
て
た
て
ま
つ
る
（
九
）―
か
き
あ
つ
め
て
ま
つ
る
（
静
） 
44
オ  
い
か
に
し
て
し
は
し
都
をの〻
わ
す
れ
が
ひ―
い
か
に
し
て
し
は
し
都
を
わ
す
れ
貝
（
静
）・
い
か
に
し
て
し
は
し
み
や
こ
をの〻
わ
す
れ
か
ひ
（
九
） 
44
オ  
花
く
も
り
詠
て
わ
た
る
浦
か
せ
に―
は
れ
く
も
り
な
か
め
て
わ
た
る
浦
風
に（
静
）・
は
れ
く
も
り
な
か
め
そ
わ
ふ
る
浦
風
に（
九
） 
44
ウ  
東
路
の
磯
山
か
せ
の
た
え
ま
よ
り―
東
路
の
磯
山
松
の
た
え
ま
よ
り
（
静
・
九
） 
45
オ  
た
ゝ
筆
に
ま
か
せ
て
思
ふ
ま
ゝ
に―
た
ゝ
筆
に
ま
か
せ
て
う
ち
お
も
ふ
ま
ゝ
に
（
静
・
九
） 
45
オ  
ほ
と
も
へ
す
へ
ん
し
し
給
へ
り―
又
ほ
と
も
へ
す
返
事
し
給
へ
り
（
静
・
九
） 
45
オ  
か
す
み
は
れ
ぬ
る
こ
ゝ
ち
し
て
な
と
あ
り
（
九
）―
か
す
み
は
れ
ぬ
る
心
ち
し
て
な
と
侍
り
（
静
） 
46
オ  
三
度
に
な
り
ぬ
へ
き
（
九
）―
二
た
ひ
に
な
り
ぬ
へ
き
（
静
） 
46
ウ  
な
こ
り
も
な
く
お
ち
た
る
折
し
も―
名
残
も
な
く
た
ち
た
る
お
り
し
も
（
静
）・
な
こ
り
も
な
く
お
ち
た
り
お
り
し
も
（
九
） 
46
ウ  
か
ゝ
る
事
こ
そ
なン
と
（
九
）―
か
ゝ
る
事
な
と
（
静
）・
か
ゝ
る
事
こ
そ
な
と
（
九
） 
46
ウ  
れ
い
の
権
中
納
言
の
御
も
と
へ
（
九
）―
れ
い
の
中
納
言
の
御
も
と
へ
（
静
） 
47
ウ  
去
年
の
春
夏
の
恋
し
さ
（
九
）―
こ
そ
は
る
な
つ
の
こ
ひ
し
き
（
静
） 
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47
ウ  
か
は
ら
さ
る
ら
め
暮
は
て
し
（
九
）―
か
は
ら
さ
る
ら
め
暮
は
て
ゝ
（
静
） 
48
オ  
そ
の
御
返
し
ま
た
あ
り―
そ
の
返
事
又
あ
り  
打
捨
ら
れ
奉
り
し
後
は
（
静
）・
そ
の
返
し
又
あ
り
（
九
） 
48
ウ  
さ
る
ほ
と
に
卯
月
の
す
へ
に
な
り
○に
け
れ
ど―
さ
る
ほ
と
に
卯
月
の
末
に
成
に
け
れ
と
（
静
）・
さ
る
程
に
卯
月
も
す
ゑ
に
な
り
に
け
れ
と
（
九
） 
48
ウ  
雲
井
に
高
く
い
つ
か
な
の
ら
ん
（
九
）―
雲
井
に
た
か
く
い
つ
る
な
の
ら
ん
（
静
） 
49
オ  
なン
と
ひ
と
り
お
も
へ
と
も
そ
の
か
ひ
な
し―
な
と
ひ
と
り
打
お
も
へ
と
も
そ
の
か
ひ
も
な
し
（
静
）・
な
と
ひ
と
り
こ
ち
つ
れ
と
そ
の
か
ひ
も
な
し
（
九
） 
49
ウ  
船
なン
と
よ
み
給
へ
り
し―
ふ
ね
な
と
よ
み
給
り
（
静
・
九
） 
50
ウ  
○と
文
の
言
葉
つ
ゞ
け
て―
と
ふ
み
の
こ
と
葉
つ
ゝ
け
て
（
静
）・
と
ふ
み
こ
と
は
に
つ
ゝ
け
て
（
九
） 
50
ウ  
御
か
へ
し
は―
御
返
事
は
（
静
・
九
） 
50
ウ  
夢
の
枕
に
も
立
添
て―
草
の
枕
に
も
た
ち
そ
ひ
て
（
静
）・
草
の
枕
に
も
つ
ね
に
た
ち
そ
ひ
て
（
九
） 
51
オ  
か
き
付
て
た
て
ま
つ
る―
か
き
つ
け
た
て
ま
つ
る
（
静
）・
か
き
つ
け
て
た
て
ま
つ
る
と
て
（
九
） 
51
オ  
は
か
な
し
や
旅
ね
の
夢
にを〻―
は
か
な
し
や
た
ひ
ね
の
夢
に
（
静
・
九
） 
51
オ  
なン
と
か
き
た
て
ま
つ
り
た
り
し
を―
な
と
書
て
奉
り
た
り
し
を
（
静
・
九
） 
51
オ  
か
へ
し
し
給
へ
り―
返
事
給
へ
り
（
静
）・
返
事
し
給
へ
り
（
九
） 
51
オ  
さ
し
も
忍
ひ
た
ま
へ
り
し
も―
さ
し
も
し
の
ひ
た
ま
ふ
も
（
静
）・
さ
し
も
し
の
ひ
給
事
も
（
九
） 
52
オ  
八
月
は
つ
き
二
日
そ
た
よ
り
待
ゑ
て―
八
月
二
日
そ
た
し
か
な
る
つ
か
ひ
ま
ち
え
て
（
静
・
九
） 
52
ウ  
侍
従
さ
い
し
や
う
の
君
の
も
と
よ
り―
侍
従
宰
相
の
許
よ
り
（
静
）・
侍
従
た
め
す
け
の
君
の
も
と
よ
り
（
九
） 
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53
ウ  
ま
た
○此
五
十
首
の―
又
此
五
十
首
の
（
静
）・
五
こ
の
五
十
首
の
（
九
） 
54
オ  
こ
れ
を
見
は
い
か
は
か
り
と
か
思
ひ
つ
る―
こ
れ
を
見
は
い
か
は
か
り
か
と
お
も
ひ
つ
る
（
静
）・
こ
れ
を
見
は
い
か
は
か
り
と
か
お
も
ひ
出
る
（
九
） 
54
オ  
二
十
首
の
哥
を
を
く
り
て―
三
十
首
の
哥
を
お
く
り
て
（
静
）・
丗
首
の
哥
を
を
く
り
て
（
九
） 
55
オ  
東
路
の
空
な
つ
か
し
き
形
見
に
は―
東
路
の
空
な
つ
か
し
き
か
た
見
た
に
（
静
・
九
） 
55
オ  
此
御
返
し―
此
御
返
事
（
静
）・
こ
の
御
返
（
九
） 
55
オ  
恋
し
さ
なン
と
を
か
き
て―
恋
し
さ
な
と
書
て
（
静
・
九
） 
 
〈
長
歌
〉（
九
条
家
本
に
は
長
歌
な
し
） 
56
ウ  
神
楽
の
言
葉  
う
た
ひ
て
し―
か
つ
ら
の
こ
と
葉  
う
た
ひ
て
し
（
静
） 
57
ウ  
み
かこ
ととイ
の
ま
ゝ  
し
た
が
ひ
て―
み
か
と
の
ま
ゝ
に  
し
た
か
ひ
て
（
静
） 
61
オ  
た
ゝ
す
の
森
の  
ゆ
ふ
し
で
に―
た
ゝ
す
の
森
の  
ゆ
ふ
し
て
は
（
静
） 
 
〈
阿
仏
仮
名
諷
誦
〉 
65
オ  
假
名
諷
誦―
阿
佛
房
の
か
な
ふ
し
ゆ
（
静
）・
安
嘉
門
院
四
条
局
假
名
諷
誦
阿
仏
禅
尼
（
九
） 
65
オ  
過
る
月
日
も
思
ひ
わ
か
ぬ
に―
す
く
る
月
日
も
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
わ
か
ぬ
イ
に
（
静
）・
過
る
月
影
も
思
ひ
わ
か
ぬ
に
（
九
） 
65
オ  
大
空
を
の
み
か
こ
て
ど
も
（
九
）―
大
空
を
か
こ
の
み
イ
て
と
も
（
静
） 
65
オ  
ふ
た
と
せ
は
か
り
や
た
ら
さ
り
け
る―
二
と
せ
は
か
り
や
た
ら
さ
り
け
るむイ
（
静
）・
二
と
せ
は
か
り
や
た
ら
さ
り
け
ん
（
九
） 
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65
ウ  
く
ら
ゐ
は
お
ほ
き
ふ
た
つ
の
所
に
の
ぼ
り―
位
は
お
ほ
き
二
の
し
な
に
の
ほ
り（
静
）・
く
ら
ゐ
は
お
ほ
き
二
の
品
に
の
ほ
る（
九
） 
65
ウ  
か
げ
の
か
た
ち
に
し
た
か
ふ
た
め
し
な
れ
ど―
か
け
の
か
た
ち
に
し
た
か
ふ
た
め
し
な
れ
とはイ
（
静
）・
影
の
か
た
ち
に
し
た
か
ふ
た
め
し
な
れ
は
（
九
） 
66
オ  
三
と
せ
は
か
り
に
も
や
な
り
に
け
ん―
三
と
せ
は
か
り
に
やもイ
成
に
け
ん
（
静
）・
み
と
せ
は
か
り
に
や
成
に
け
ん
（
九
） 
66
ウ  
夢
を
た
に
も
み
す
う
つ
ゝ
に
と
ま
る―
夢
を
た
に
も
見
え
う
つ
ゝ
に
と
ま
る
（
静
）・
夢
を
た
に
み
す
う
つ
ゝ
に
と
ま
る
（
九
） 
66
ウ  
か
き
あ
ら
は
し
た
て
ま
つ
る―
か
き
あ
ら
は
し
た
て
ま
つ
るをイ
（
静
）・
か
き
あ
ら
は
し
奉
る
（
九
） 
66
ウ  
阿
弥
陀陀〻
経
は―
阿
弥
陀
経
は
（
静
・
九
） 
66
ウ  
か
た
ぎ
を
うそ〻
つ
す―
か
た
き
を
う
つ
す
（
静
・
九
） 
66
ウ  
仏
経
は
（
九
）―
ほ
け
経
は
（
静
） 
66
ウ  
命
と
と
も
に―
す
な
は
ち
と
も
に
（
静
）・
命
と
共
に
（
九
） 
 
以
上
の
よ
う
に
、
早
大
本
が
静
嘉
堂
文
庫
本
と
異
な
る
箇
所
は
一
二
九
箇
所
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
う
ち
、
早
大
本
が
九
条
家
本
と
一
致
し
静
嘉
堂
本
と
異
な
る
箇
所
が
二
七
箇
所
、
九
条
家
本
・
静
嘉
堂
本
間
で
一
致
し
て
い
て
早
大
本
と
異
な
る
箇
所
が
三
五
箇
所
あ
る
。 
仮
に
聞
書
注
の
成
立
に
あ
た
っ
て
静
嘉
堂
本
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
本
が
披
見
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
静
嘉
堂
本
の
本
文
の
誤
り
は
校
訂
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。 
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四  
聞
書
注
の
成
立
時
期
と
参
照
さ
れ
る
書
物 
  
で
は
聞
書
注
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
注
釈
で
言
及
さ
れ
る
人
名
、
地
名
、
書
名
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
松
原
一
義
は
、「
多
和
本
の
注
釈
に
引
か
れ
た
文
献
は
、
い
づ
れ
も
「
玉
葉
集  
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
成
立
」
以
前
の
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
多
和
本
は
、
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
以
降
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
以
前
に
成
立
し
て
い
る
。」
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
多
和
本
の
成
立
は
、
正
徳
二
年
よ
り
ず
っ
と
以
前
、
つ
ま
り
、
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
と
な
る
」
と
  
（
21
）
し
、
既
に
冷
泉
家
内
に
成
立
し
て
い
た
注
釈
が
、
寛
文
年
間
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
冷
泉
為
経
筆
の
『
十
六
夜
日
記
』
に
付
加
さ
れ
た
も
の
を
、
本
奥
書
に
み
え
る
町
尻
兼
量
が
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。 
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
歌
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。 
古
文
孝
経
、
記
紀
、
万
葉
集
、
古
今
集
、
古
今
六
帖
、
後
撰
集
、
新
古
今
集
、
新
勅
撰
集
、
小
町
集
、
兼
輔
集
、
源
氏
物
語
、
伊
勢
物
語
、
長
恨
歌
、
壬
二
集
、
続
古
今
集
、
続
後
撰
集
、
続
拾
遺
集
、
玉
葉
集 
し
か
し
、
以
上
の
書
名
が
直
接
、
注
で
言
及
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
細
か
く
み
て
い
く
と
、
注
に
言
及
さ
れ
る
人
名
、
地
名
、
書
名
か
ら
、
成
立
年
代
は
徐
々
に
下
っ
て
い
き
、
お
お
よ
そ
寛
文
年
間
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
次
に
示
す
の
は
、
清
見
潟
に
て
富
士
を
遠
望
す
る
場
面
で
、
冷
泉
家
二
条
家
の
古
今
集
仮
名
序
を
め
ぐ
る
両
説
に
つ
い
て
述
べ
る
注
で
あ
る
。 
 
ふ
じ
の
山
を
見
れ
ば
、
煙
も
た
ゝ
ず
。（
二
九
ウ
）」 
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け
ぶ
り
も
た
ゝ
ず
の
詞
、
種
々
心
有
。
不
立
の
心
に
や
。
古
今
の
序
に
、
今
は
ふ
じ 
の
山
の
け
ぶ
り
も
た
ゝ
ず
な
り
と
あ
り
。
此
た
ゝ
ず
の
言
葉
に
、
不
立
不
断
の 
両
義
あ
り
と
な
ん
、
古
今
集
に
を
ゐ
て
口
傳
あ
る
こ
と
ゝ
聞
ゆ
。
さ
あ
り
と
も
、 
爰
の
詞
は
不
立
と
み
る
べ
き
に
や
。
次
の
詞
に
ふ
じ
の
け
ぶ
り
の
末
も
、
朝
夕
慥
に 
見
え
し
物
を
、
い
つ
の
年
よ
り
か
た
え
し
と
あ
り
。
猶
次
の
哥
に
て
分
明
な
り
。 
扨
又
、
二
条
冷
泉
両
家
の
か
は
り
め
あ
り
と
、
諸
抄
に
も
し
る
さ
れ
た
り
。
先 
二
条
家
に
は
、
不
断
の
説
を
用
ひ
き
た
れ
る
に
や
。
冷
泉
家
に
は
、
不
立 
の
心
に
用
ひ
ら
れ
し
と
に
や
。
冷
泉
の
為
廣
卿
な
ど
の
哥
に
不
立
の 
心
に
よ
み
給
へ
る
哥
も
あ
る
な
り
。
こ
ゝ
は
そ
れ
に
は
よ
る
べ
か
ら
ず
。
古
今
傳
受 
の
事
な
れ
ば
、
手
を
付
て
も
よ
し
な
く
や
。
先
あ
ら
ま
し
を
い
へ
る
物
也
。 
 
こ
こ
で
は
、
冷
泉
為
広
（
一
四
五
〇
～
一
五
二
六
）
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
松
原
は
「
冷
泉
家
の
指
導
書
が
、
こ
の
よ
う
な
「
聞
書
」
と
し
て
広
ま
っ
た
。」
と
考
察
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
聞
書
注
は
冷
泉
家
周
辺
や
冷
泉
家
の
門
弟
の
手
に
な
る
も
の
な
の
か
と
い
え
ば
、
不
審
な
点
も
あ
る
。
鎌
倉
滞
在
記
の
な
か
の
、
権
中
納
言
為
子
と
の
文
の
や
り
と
り
を
記
す
場
面
で
「
こ
の
せ
う
と
の
、
為
か
ぬ
の
君
も
、
を
な
じ
さ
ま
に
、
お
ぼ
つ
か
な
さ
な
ど
、
か
き
て
」
と
い
う
本
文
に
は
、「
せ
う
と
は
、
兄
也
。
権
中
納
言
の
兄
歟
。
為
兼
は
、
為
教
の
一
男
な
り
。
此
為
兼
、
冷
泉
家
の
元
祖
也
。」
と
、
為
兼
を
冷
泉
家
の
元
祖
と
す
る
注
が
あ
る
。
歌
道
家
周
辺
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
は
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
一
方
で
、
聞
書
注
は
阿
仏
尼
に
一
貫
し
て
敬
語
を
用
い
、
歌
人
と
し
て
も
文
章
家
と
し
て
も
讃
え
て
い
る
。
近
世
前
期
に
阿
仏
尼
を
そ
の
よ
う
に
扱
う
人
物
が
冷
泉
家
と
無
縁
だ
と
は
や
は
り
考
え
に
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く
い
。 
 
ま
た
、
早
大
本
で
は
、
小
田
原
の
ま
り
こ
川
、
現
在
の
酒
匂
川
を
渡
る
場
面
で
、
次
の
よ
う
に
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）
ご
ろ
成
立
し
た
小
田
原
宿
に
 
（
22
）
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。 
 
ま
り
こ
川
と
い
ふ
河
を
、
い
と
く
ら
く
て
た
ど
り
わ
た
る
。
こ
よ
ひ
は
、
さ
か
は 
と
い
ふ
所
に
と
ゞ
ま
る
。
あ
す
は
か
ま
く
ら
へ
入
べ
し
、
と
い
ふ
な
り
。 
 
 
 
 
ま
り
こ
川
は
、
今
の
さ
河
と
い
ふ
か
は
な
る
に
や
。
こ
の
時
分
に
は
、
今
の
小
田 
は
ら
と
い
ふ
す
く
に
は
、
や
ど
り
も
な
か
り
し
と
み
え
た
り
。（
三
四
オ
） 
 
 
小
田
原
宿
に
つ
い
て
言
及
す
る
注
は
、
北
駕
文
庫
本
・
多
和
文
庫
本
に
は
な
い
。 
ま
た
、
次
の
よ
う
な
注
が
あ
る
。
聞
書
注
は
阿
仏
尼
の
親
族
関
係
に
つ
い
て
も
委
し
く
は
な
い
よ
う
で
、
源
承
を
阿
仏
の
子
だ
と
誤
解
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
箇
所
で
証
歌
に
引
か
れ
た
和
歌
で
あ
る
。 
 
あ
ざ
り
の
君
は
、
山
伏
に
候
。
此
人
〳
〵
よ
り
は
、
あ
に
な
り
。（
一
〇
オ
） 
阿
闍
梨
な
り
。
名
を
源
承
と
い
へ
り
。
續
拾
遺
集
の
作
者
也
。 
こ
の
た
び
の
、
み
ち
の
し
る
べ
に
、
を
く
り
奉
ら
ん
と
て
、
い
で
た 
た
る
め
る
を
、
こ
の
手
な
ら
ひ
に
、
ま
た
ま
じ
ら
は
ざ
ら
ん 
や
は
、
と
て
書
つ
く◦
。  
 
 
書
附
る
也
。 
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ま
じ
ら
は
ざ
ら
ん
や
は
、
ま
じ
ら
ん
と
云
詞
也
。
や
は
の
て
に
お
は
、 
 
 
 
 
皆
此
心
持
に
み
る
べ
き
也
。 
立
そ
ふ
ぞ
嬉
し
か
り
け
る
旅
衣
形
身
に
た
の
む
親
の
ま
も
り
は
（
9
） 
 
 
 
 
阿
闍
梨
の
哥
也
。
前
に
旅
衣
立
帰
る
と
あ
る
を
う
け
て
、
た
ち 
 
 
 
 
そ
ふ
ぞ
と
也
。
こ
の
あ
ざ
り
、
阿
仏
の
供
し
て
道
の
案
内
に 
 
 
 
 
鎌
倉
ま
で
送
給
ふ
ゆ
へ
に
、
立
そ
ふ
ぞ
嬉
し
き
と
也
。
か
た
み 
 
 
 
 
は
衣
の
縁
也
。
親
の
ま
も
り
と
は
、
阿
仏
を
い
へ
り
。
お
や
は
子
を
守
り 
 
 
 
 
め
ぐ
む
ゆ
へ
な
り
。（
一
〇
ウ
）』 
唐
國
の
む
か
し
を
聞
も
た
ら
ち
ね
の
親
の
ま
も
り
の
在
世
と
ぞ
お
も
ふ 
 
こ
の
「
唐
國
の
」
と
い
う
和
歌
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、『
伊
勢
物
語
集
註
』
に
み
ら
れ
る
一
首
な
の
で
あ
る
。 
  
 
む
か
し
わ
か
き
お
と
こ
け
し
う
は
あ
ら
ぬ
女
を
思
ひ
け
り
さ
か
し
ら
す
る
お
や
あ
り
て
思
ひ
も
そ
つ
く
と
て
こ
の
女
を
ほ
か
へ
を
ひ
や
ら
ん
と
す
さ
こ
そ
い
へ
ま
た
を
ひ
や
ら
す 
 
 
 
 
○
さ
か
し
ら
す
る
親おや
と
は
媒
あ
な
か
だ
ち
り
て
聘
礼
へ
い
れ
い
を
お
こ
な
ひ
法
の
ご
と
く
親
の
い
ひ
定
ぬ
さ
だ
め
事
な
れ
ば
女
に
む
す
め
和
讒
さ
か
し
ら
す
る
也
。
師
云
、
詩
経
三
。
蝃
蝀
て
い
と
う
篇
曰
女
子
有
行ミチ
遠
父
母
兄
弟
云
々
。
こ
の
心
は
女
子
は
生うま
れ
て
人
に
適ゆく
の
道
あ
る
に
何なん
ぞ
不
嫁
ざ
る
か
せ
こ
と
を
憂
て
う
れ
へ
淫
奔
い
ん
ほ
ん
の
過とが
を
す
る
ぞ
と
也
。
父
母
の
命
を
う
け
こ
れ
を
お
こ
な
は
ぬ
を
淫
奔
い
ん
ほ
ん
と
云
。 
 
 
 
 
 
 
か
ら
國
の
昔
を
き
く
も
た
ら
ち
ね
の
親
の
ま
も
り
の
あ
る
世
と
ぞ
思
ふ 
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『
伊
勢
物
語
集
註
』
は
京
都
金
光
寺
の
僧
切
臨
が
、
師
で
あ
る
一
華
堂
乗
阿
が
伝
え
た
説
を
宗
と
し
て
、
諸
注
釈
書
を
集
成
し
て
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
成
立
、
慶
安
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
23
）
『
近
世
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
の
な
か
で
も
特
に
好
色
批
判
が
み
ら
れ
る
注
釈
で
、「
知
識
の
誇
示
が
目
的
で
あ
る
か
の
よ
う
な
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
と
ほ
と
ん
ど
関
係
が
見
ら
れ
な
い
引
用
例
も
確
認
さ
れ
る
」
 
（
24
）
と
い
う
瀬
尾
博
之
の
指
摘
が
あ
る
。
聞
書
注
の
北
駕
文
庫
本
で
は
こ
の
「
唐
國
の
」
歌
の
引
用
に
つ
づ
い
て
「
と
い
う
古
歌
あ
り
」
と
あ
り
、
何
を
披
見
し
て
引
用
し
た
か
は
早
大
本
と
同
じ
く
定
か
で
な
い
。 
で
は
、
現
存
の
聞
書
注
が
固
定
し
た
下
限
は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
注
が
引
用
す
る
内
容
や
書
名
に
つ
い
て
さ
ら
に
見
て
い
き
た
い
。
松
原
は
聞
書
注
に
つ
い
て
「
多
和
本
は
、
歌
論
的
色
彩
の
強
い
書
、
す
な
わ
ち
、
歌
学
系
統
の
人
の
手
に
な
っ
た
注
釈
書
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
」
と
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
、
松
原
が
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
多
和
本
・
北
駕
文
庫
本
の
注
に
も
あ
る
書
名
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 
 
日
は
入
は
て
ゝ
、
な
を
も
の
ゝ
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
ほ
ど
に
、
わ
た
う
と
か
や 
い
ふ
所
に
と
ゞ
ま
り
ぬ
。 
も
の
ゝ
あ
や
め
は
、
あ
や
も
み
え
ぬ
也
。
猶
古
今
集
恋
の
一
巻
頭
、
な
く 
や
さ
月
の
あ
や
め
草
の
哥
の
注
に
く
は
し
。
畧
の
わ
た
う 
と
い
ふ
所
、
書
写
誤
に
て
し
り
が
た
し
。
勅
撰
名
所
に
も
み
え
ず
。（
二
一
オ
） 
 
三
河
の
國
渡
津
わ
た
う
ど
に
て
宿
泊
す
る
場
面
に
て
、「
と
」
が
脱
落
し
た
「
わ
た
う
」
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
「
勅
撰
名
所
に
も
見
え
ず
」
と
注
す
る
。
こ
れ
は
一
五
〇
六
年
に
成
立
し
た
連
歌
師
宗
碩
の
『
勅
撰
名
所
和
歌
抄
出
』
の
こ
と
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
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ま
た
、
次
の
例
は
、
書
名
の
示
し
方
と
し
て
は
不
正
確
な
注
で
あ
る
。 
 
廿
三
日
、
天
竜
の
わ
た
り
と
い
ふ
船
に
の
る
に
、
西
行
が
む
か
し
（
二
三
ウ
）」 
も
思
ひ
出
ら
れ
て
、
い
と
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
し
。 
 
 
西
行
鎌
倉
へ
く
だ
り
し
事
、
東
鑑
に
も
あ
り
。
此
川
の
舟 
 
 
に
の
り
て
、
西
行
武
士
に
う
た
れ
し
事
見
え
た
り
。 
 
西
行
が
鶴
ヶ
岡
八
幡
に
て
頼
朝
に
謁
見
し
た
こ
と
は
た
し
か
に
『
東
鑑
』
に
見
え
る
が
、
天
竜
川
の
渡
し
場
で
武
士
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
と
い
う
説
話
は
、『
西
行
物
語
』
に
載
る
も
の
で
あ
る
。
典
拠
の
指
摘
に
正
確
さ
を
欠
き
な
が
ら
も
、
敢
え
て
『
東
鑑
』
と
い
う
書
名
を
持
ち
出
す
と
こ
ろ
に
、
や
や
衒
学
的
な
態
度
が
あ
る
。
 
（
25
）
次
の
注
で
は
、
十
七
世
紀
に
至
っ
て
相
次
い
で
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
『
皇
胤
紹
運
録
』
に
  
（
26
）
言
及
し
て
い
る
。 
 
ま
た
、
く
は
こ
く
も
ん
ゐ
ん
の
新
中
納
言
と
き
こ
ゆ
る
は
、 
く
は
こ
く
門
院
、
書
写
の
あ
や
ま
り
な
る
べ
し
。
沼
運
禄
に
も 
不
見
、
又
拾
芥
に
も
み
え
ず
。
是
は
化
徳
門
院
を
あ
や
ま
り
て 
か
け
る
に
や
。
化
徳
門
は
拾
芥
に
あ
り
。
新
中
納
言
女
房
の 
名
な
り
。（
四
九
オ
） 
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ほ
か
、
長
歌
の
な
か
の
注
に
は
、『
梁
塵
秘
抄
』
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
。 
あ
め
つ
ち
の  
天
地
也
。 
ひ
ら
け
初
し  
 
 
 
む
か
し
よ
り 
開
闢
の
む
か
し
よ
り
な
り
。 
岩
戸
を
明
て  
 
お
も
し
ろ
き 
天
の
岩
戸
也
。
日
神
こ
も
り
給
ふ
所
也
。
面
白
き
は
、
日
神
岩
戸 
よ
り
御
か
ほ
の
少
し
み
え
給
ふ
時
、
面
白
と
諸
神
の
宣
ひ 
し
事
也
。 
神
楽
の
言
葉  
 
 
 
う
た
ひ
て
し 
岩
戸
の
前
の
神
楽
也
。
神
楽
は
、
是
よ
り
始
ま
る
也
。
う
た
ひ
（
五
六
ウ
）』 
て
し
と
は
、
神
楽
の
う
た
ひ
も
の
也
。
梁
塵
秘
抄
に
あ
り
。 
大
山
に
は
霰
ふ
る
ら
し
外
山
な
る
ま
さ
木
の
か
つ
ら
い
ろ
づ
き
に
け
り 
是
神
楽
の
う
た
ひ
も
の
也
。
此
哥
に
ふ
し
を
付
て
う
た
ふ
事
也
。 
此
う
た
ひ
も
の
に
、
本
末
あ
り
。
猶
神
楽
の
事
品
々
あ
り
、
畧
之
。 
 
 
周
知
の
よ
う
に
、『
梁
塵
秘
抄
』
は
明
治
四
十
四
年
に
和
田
英
松
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
八
雲
御
抄
』『
夫
木
和
歌
抄
』
『
本
朝
書
籍
目
録
』
な
ど
に
書
名
は
見
え
な
が
ら
も
、
近
世
期
の
国
学
者
た
ち
は
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
浅
野
日
出
男
は
「
徒
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然
草
注
釈
書
に
お
け
る
『
梁
塵
秘
抄
』
受
容
」
に
  
（
27
）
お
い
て
、『
梁
塵
秘
抄
』
の
記
事
を
載
せ
る
『
徒
然
草
』
の
、
十
七
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
注
釈
書
は
ど
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
か
を
集
成
し
て
検
討
し
た
。
そ
れ
を
参
照
す
る
と
、
聞
書
注
の
「
岩
戸
の
前
の
神
楽
也
。
神
楽
は
、
是
よ
り
始
ま
る
也
。」
と
い
う
天
の
岩
屋
戸
を
神
楽
の
起
源
と
す
る
認
識
は
、
次
の
高
階
楊
順
『
徒
然
草
句
解
』（
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊
）
の
注
に
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
  
 
梁
塵
秘
抄
は
後
鳥
羽
院
神
楽
催
馬
楽
の
類
を
え
ら
び
あ
つ
め
て
作
り
給
ふ
。後
成
恩
寺
殿
注
あ
り
。神
楽
は
岩
戸
の
前
よ
り
初
ま
り
、
催
馬
楽
は
国
々
よ
り
馬
に
て
御
調
物
を
は
こ
ぶ
者
の
う
た
を
表
す
。 
 清見
潟
の
里
に
泊
ま
る
場
面
で
は
、『
白
氏
文
集
』
の
一
節
を
想
起
し
た
と
い
う
『
十
六
夜
日
記
』
本
文
に
対
し
て
、
聞
書
注
が
「
鴨
長
明
」
の
「
海
道
の
記
に
か
け
り
」
と
言
及
す
る
。 
い
と
む
つ 
か
し
き
に
ほ
ひ
な
れ
ば
、
夜
る
の
や
ど
、
な
ま
ぐ
さ
し
、
と
い
ひ
け
る
人 
の
言
葉
も
、
お
も
ひ
い
で
ら
る
。 
よ
る
の
や
ど
な
ま
ぐ
さ
し
と
は
、
鴨
の
長
明
が
あ
る
家
に
や
ど
り
た
れ 
ば
、
網
釣
な
ど
い
と
な
むん〻
磯
物
の
す
み
か
に
や
、
よ
る
の
や
ど
り
か
こ
と
に 
し
て
、
と
海
道
の
記
に
か
け
り
。
そ
の
事
な
る
べ
し
。（
二
九
ウ
） 
 
こ
こ
で
聞
書
注
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、『
海
道
記
』
で
は
な
く
、『
東
関
紀
行
』
の
「
網
釣
な
ど
い
と
な
む
磯
も
の
の
栖
に
や
、
夜
の
や
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
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ど
り
香
こ
と
に
し
て
、
床
の
さ
む
し
ろ
も
か
け
る
ば
か
り
也
。
彼
縛
戎
人
の
夜
半
の
旅
寝
も
、
か
く
や
と
お
ぼ
ゆ
」
 
（
28
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
東
関
紀
行
』
の
な
か
に
は
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
所
蔵
本
が
『
鴨
長
明
海
道
記
』、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
所
蔵
本
、
島
原
松
平
文
庫
所
蔵
本
が
『
鴨
長
明
海
東
記
』
の
書
名
を
持
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
海
道
記
』
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
と
、
長
明
が
『
海
道
記
』
の
作
者
と
ひ
ろ
く
見
な
さ
れ
た
の
は
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
細
川
幽
斎
の
跋
を
載
せ
る
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
版
本
か
ら
で
あ
る
と
す
る
論
考
が
 
（
29
）
あ
る
。 
早
大
本
だ
け
に
み
え
る
書
名
と
し
て
は
、『
和
名
類
聚
抄
』、『
河
海
抄
』
に
つ
い
て
言
及
し
、
引
用
す
る
。
ま
た
、
東
日
記
と
長
歌
の
間
に
あ
る
長
文
の
注
は
、『
詞
林
采
葉
抄
』「
長
哥
短
哥
」
の
説
に
ほ
ぼ
よ
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
一
部
要
約
し
た
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
長
文
の
た
め
こ
こ
に
は
冒
頭
と
末
尾
の
み
を
示
す
。 
 
長
歌 
夫
長
歌
短
哥
之
事
、
古
来
ヨ
リ
先
達
与
今
同
じ
か
ら
ず
。（
五
五
ウ
）」 
二
條
家
冷
泉
家
ノ
分
、
十
七
有
 
リ
と
見
え
た
り
。（
中
略
）
所 
詮
此
長
哥
◯短歌
の
事
、
始
終
分
明
の
義
、
万
葉
の
抄
、
詞
林
採 
要
抄
に
具
也
。
爰
に
委
細
に
決
乄
其
詮
な
し
。 
 
早
大
本
だ
け
に
あ
る
引
用
文
献
か
ら
は
、
聞
書
注
の
転
写
の
過
程
で
注
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
も
、
注
の
成
立
に
あ
た
っ
て
記
さ
れ
た
書
名
を
、
早
大
本
の
ほ
う
が
丁
寧
に
留
め
て
い
る
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
聞
書
注
の
成
立
の
下
限
を
知
る
に
は
、
早
大
本
に
は
出
て
こ
な
い
北
駕
文
庫
本
の
本
奥
書
の
書
写
者
も
手
が
か
り
と
な
る
。
北
駕
文
庫
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本
、
多
和
文
庫
本
の
本
奥
書
に
み
え
る
「
町
尻
三
位
殿
」
は
町
尻
兼
量
で
あ
る
。『
公
家
事
典
』
に
  
（
30
）
よ
れ
ば
、
町
尻
家
は
、
後
鳥
羽
院
か
ら
水
無
瀬
離
宮
跡
を
託
さ
れ
た
水
無
瀬
家
の
庶
流
で
、
兼
量
は
後
水
尾
院
の
命
で
水
無
瀬
家
か
（
31
）
ら
町
尻
家
へ
養
子
に
入
っ
た
。
ま
た
奥
書
の
「
正
徳
二
辰
年
季
冬
」（
一
七
一
二
年
十
二
月
）
は
、
兼
量
の
孫
で
あ
る
、
新
中
和
門
院
近
衛
尚
子
（
一
七
〇
二
～
一
七
二
〇
）
が
中
御
門
天
皇
に
入
内
す
る
こ
と
が
決
定
（
同
年
十
月
七
日
）
し
て
ま
も
な
く
の
こ
ろ
で
も
あ
り
、
或
い
は
こ
の
よ
う
な
事
情
も
、
兼
量
が
『
十
六
夜
日
記
』
を
書
写
し
た
要
因
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、「
殿
」
と
兼
量
自
身
が
記
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
す
で
に
こ
の
奥
書
を
も
つ
親
本
は
、
兼
量
筆
本
の
転
写
本
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
以
上
の
検
討
か
ら
、
早
大
本
の
聞
書
注
は
、
松
原
が
考
察
し
た
よ
う
な
「
中
世
的
な
も
の
」
と
い
う
よ
り
も
、
近
世
に
な
っ
て
利
用
可
能
に
な
っ
た
書
物
を
参
照
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
の
う
ち
年
次
の
明
ら
か
な
も
の
は
寛
文
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
熱
田
宮
奉
献
歌
の
注
の
「
板
の
本
に
な
し
」
を
も
勘
案
す
る
と
、
整
版
本
『
十
六
夜
日
記
』
の
刊
行
さ
れ
た
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
か
ら
、
巻
末
の
識
語
が
示
す
「
寛
文
十
三
年
」、
一
六
七
三
年
ま
で
に
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
北
駕
文
庫
本
の
本
文
と
注
は
、
本
奥
書
に
見
え
る
町
尻
兼
量
が
従
二
位
に
叙
さ
れ
、
三
位
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
ま
で
に
固
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
五  
注
釈
の
方
法 
 
早
大
本
聞
書
注
は
北
駕
文
庫
本
本
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
両
本
の
注
に
は
か
な
り
増
減
が
あ
り
、
早
大
本
に
は
あ
る
が
北
駕
文
庫
本
に
は
な
い
注
、
そ
し
て
そ
の
逆
も
あ
る
。
早
大
本
だ
け
に
あ
る
注
に
は
、
阿
仏
を
歌
人
、
文
章
家
と
し
て
高
く
評
価
し
、
鑑
賞
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
日
記
中
に
登
場
す
る
地
名
が
現
在
（
聞
書
注
の
成
立
当
時
）
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
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い
う
こ
と
へ
も
関
心
が
あ
り
、
鎌
倉
の
地
理
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
お
り
も
な
ぐ
さ
の
濱
、
本
哥
あ
り
や
、
見
あ
た
ら
ず
。（
四
四
オ
）」
と
い
う
注
か
ら
は
、
本
歌
を
捜
し
て
歌
書
を
参
照
し
て
い
る
途
中
で
あ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
そ
の
全
て
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
最
後
に
注
の
特
徴
を
、
古
今
集
注
と
の
関
連
か
ら
瞥
見
し
た
い
。 
聞
書
注
は
や
や
衒
学
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
と
ば
の
意
味
を
『
十
六
夜
日
記
』
の
文
脈
の
な
か
で
丁
寧
に
追
っ
て
お
り
、
注
が
日
記
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
概
ね
合
理
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
か
ら
み
る
と
や
や
牽
強
付
会
と
も
み
え
る
仕
方
で
、
あ
る
こ
と
ば
に
も
う
ひ
と
つ
の
「
義
」
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
注
が
あ
る
。
次
に
示
す
の
は
大
井
川
を
渡
る
場
面
で
あ
る
。 
 
か
は
ら
は
幾
り
と
か
や
、
い
と
は
る
か
な
り
。
水
の
出
た
ら
ん
面
影 
お
し
は
か
ら
る
ゝ
。 
い
く
り
は
幾
里
也
。
此
川
原
の
間
、
な
ん
り
と
か
や
あ
り
、
と
い
ふ
心
也
。 
ま
た
い
く
り
と
は
、
石
の
名
也
。
詞
は
い
く
里
と
い
ひ
て
、
心
は
石
をな〻
ふり〻  
く
む
な
る
べ
し
。
水
の
出
た
ら
ん
面
影
な
ど
、
今
も
み
る
や
う
な
る 
詞
也
。
次
の
哥
に
い
く
せ
の
石
と
よ
め
れ
ば
、
幾
里
に
石
の
心
も 
あ
る
べ
し
。
上
手
の
作
意
な
り
。（
二
六
オ
） 
 
「
い
く
り
と
は
、
石
の
名
也
」
と
い
う
の
は
、「
次
の
哥
に
い
く
せ
の
石
」
と
あ
る
こ
と
と
、『
万
葉
集
』
の
長
歌
「
つ
の
さ
は
ふ  
い
は
み
の
う
み
の  
こ
と
さ
へ
く  
か
ら
の
さ
き
な
る  
い
く
り
に
ぞ  
ふ
か
み
る
お
ふ
る  
あ
り
そ
に
ぞ  
た
ま
も
は
お
ふ
る  
た
ま
も
な
す
」（
一
三
五
。『
夫
木
和
歌
抄
』『
歌
枕
名
寄
』
に
も
あ
り
）
を
根
拠
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
聞
書
注
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
地
の
 － 112 －
文
は
「
此
川
原
の
間
、
な
ん
り
と
か
や
あ
り
」
と
い
う
意
味
な
の
だ
が
、
敢
え
て
両
義
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
古
今
注
的
な
付
会
を
は
た
ら
か
せ
て
い
る
。 
 
先
に
聞
書
注
の
成
立
時
期
の
検
討
で
み
た
「
ふ
じ
の
山
を
見
れ
ば
、
煙
も
た
ゝ
ず
」
へ
の
注
で
は
、
不
立
不
断
の
両
義
を
述
べ
な
が
ら
「
古
今
傳
受
の
事
な
れ
ば
、
手
を
付
て
も
よ
し
な
く
や
。（
三
〇
オ
）」」
と
断
っ
て
い
た
。
そ
の
直
後
の
「
く
ち
は
て
し
」
歌
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
長
柄
の
橋
の
（
作
る
／
尽
く
る
）
の
両
義
に
ふ
れ
な
が
ら
、
注
は
深
入
り
を
避
け
て
い
る
。 
  
 
 
く
ち
は
て
し
な
が
ら
の
は
し
を
つ
く
ら
ば
や
富
士
の
け
ぶ
り
も
た
ゝ
ず
な
り
な
ば
（
54
） 
 
 
 
 
こ
れ
も
古
今
の
序
に
、
な
が
ら
の
は
し
も
つ
く
る
也
、
と
あ
る
所
な
り
。 
 
 
 
 
皇
代
記
 
ニ
曰
、
弘
仁
三
年
三
月 
ル
造
 
二 
長
柄
橋
 
ヲ
云
々
。
此
義
に
も 
 
 
 
 
子
細
あ
り
。
右
三
首
の
詞
皆
古
今
集
の
口
傳
也
。
又
家
〳
〵
の 
 
 
 
 
異
義
も
ま
ち
〳
〵
な
り
。
手
を
つ
く
べ
か
ら
ず
。（
三
一
オ
） 
 
 
こ
の
よ
う
に
古
今
伝
授
や
古
今
注
に
関
し
て
の
知
識
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
に
拘
泥
し
よ
う
と
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
井
川
の
「
い
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
敢
え
て
両
義
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。 
 
六  
お
わ
り
に 
 
『
十
六
夜
日
記
』
が
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
、
日
記
・
紀
行
の
名
作
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
『いさよひの日記聞書』（幾浦） 
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そ
こ
で
流
布
し
た
本
文
は
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
る
。九
条
家
本
に
は
作
者
の
目
か
ら
見
て
も
書
き
損
じ
と
い
え
る
よ
う
な
誤
字
も
あ
り
、
古
態
を
示
す
と
い
っ
て
も
読
解
、
解
釈
の
際
は
流
布
本
本
文
に
よ
っ
て
校
訂
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
流
布
本
に
も
本
文
解
釈
上
判
断
に
迷
う
よ
う
な
異
同
が
多
く
存
在
す
る
。『
十
六
夜
日
記
』
は
文
献
学
的
に
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
様
々
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
な
か
で
近
世
の
受
容
の
一
端
を
示
し
て
い
る
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
』
と
い
う
注
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。 
現
存
伝
本
は
早
大
本
、
北
駕
文
庫
本
と
い
う
二
本
に
代
表
さ
れ
る
が
、
伝
来
と
書
写
者
を
見
る
と
ど
ち
ら
も
阿
波
徳
島
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
早
大
本
が
親
本
以
前
の
段
階
で
北
駕
文
庫
本
系
統
の
聞
書
注
と
校
合
し
た
ら
し
い
が
、
直
接
の
書
承
関
係
は
な
い
。 
注
と
『
十
六
夜
日
記
』
本
文
が
そ
ぐ
わ
な
い
箇
所
が
あ
り
、
聞
書
成
立
の
場
に
お
い
て
、
講
釈
者
の
も
っ
て
い
た
伝
本
と
、
講
釈
を
筆
記
す
る
者
の
持
っ
て
い
た
伝
本
に
異
同
が
あ
り
、
聞
書
注
は
後
者
の
伝
本
を
も
と
に
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
現
存
伝
本
、
つ
ま
り
早
大
本
と
北
駕
文
庫
本
と
見
ら
れ
る
こ
と
。
注
の
説
を
述
べ
て
い
る
人
物
は
、
万
治
二
年
版
本
に
限
ら
ず
、
複
数
の
『
十
六
夜
日
記
』
を
披
見
し
て
い
る
ら
し
い
。 
松
原
一
義
の
見
方
で
は
聞
書
注
の
『
十
六
夜
日
記
』
本
文
は
静
嘉
堂
文
庫
本
『
伊
佐
宵
記
』
と
近
接
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
早
大
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
を
校
合
し
て
み
る
と
か
な
り
の
異
同
が
あ
り
、
九
条
家
本
と
も
異
同
が
あ
る
。 
中
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
な
注
釈
で
は
な
く
、
言
及
さ
れ
る
人
名
、
地
名
、
書
名
か
ら
は
、
近
世
に
な
っ
て
利
用
可
能
に
な
っ
た
書
物
を
参
照
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
の
う
ち
年
次
の
明
ら
か
な
も
の
は
寛
文
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
整
版
本
『
十
六
夜
日
記
』
の
刊
行
さ
れ
た
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
か
ら
、
巻
末
の
識
語
が
示
す
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
ま
で
に
成
立
し
た
。 
聞
書
注
は
古
今
集
注
な
ど
の
和
歌
解
釈
の
方
法
も
部
分
的
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
深
入
り
は
せ
ず
、
一
七
世
紀
の
出
版
文
化
の
な
か
で
利
用
可
能
に
な
っ
た
様
々
な
書
物
が
参
照
さ
れ
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
歌
書
の
享
受
の
様
相
を
反
映
し
て
い
る
。
特
に
寛
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文
年
間
は
歌
書
の
出
版
点
数
に
お
い
て
も
貞
享
・
元
禄
年
間
と
な
ら
ん
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時
期
で
も
あ
る
。
 
（
32
）
ま
た
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
鈴
木
弘
恭
筆
書
入
れ
本
『
阿
仏
房
紀
行
』
が
校
合
し
、
そ
の
奥
書
を
転
写
し
た
下
冷
泉
為
経
筆
本
の
奥
書
や
、
為
経
筆
本
の
模
写
本
で
あ
る
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
所
蔵
『
不
知
夜
記
』
奥
書
に
よ
る
と
、
寛
文
年
間
ま
で
は
奇
し
く
も
阿
仏
尼
自
筆
の
『
十
六
夜
日
記
』
と
見
做
さ
れ
る
も
の
が
伝
存
し
て
い
た
が
、
焼
失
し
た
と
い
う
。
 
（
33
）
『
十
六
夜
日
記
』
は
一
時
期
、
文
学
史
上
に
お
い
て
感
興
に
乏
し
く
冗
長
で
あ
る
な
ど
評
価
が
高
く
な
い
時
期
も
あ
っ
た
た
め
、
最
近
で
は
「
文
学
」
的
に
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
多
い
。
し
か
し
近
世
の
読
者
が
こ
の
作
品
の
ど
の
よ
う
な
点
に
興
味
を
示
し
、
読
ん
で
い
た
の
か
と
い
う
、
実
際
の
読
書
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
未
だ
総
合
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
人
々
が
『
十
六
夜
日
記
』
を
求
め
、
ど
の
よ
う
に
読
み
、
ど
の
よ
う
な
書
物
と
と
も
に
所
蔵
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
後
は
注
の
内
容
面
に
つ
い
て
、
注
の
成
立
の
背
景
や
、
阿
仏
尼
の
作
品
の
近
世
に
お
け
る
享
受
と
生
成
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
た
い
。 
 〔注
〕 
（
1
）
岩
佐
美
代
子
「
九
条
家
本
十
六
夜
日
記
（
阿
仏
記
）
に
つ
い
て
」（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
二
九
号  
一
九
九
二
年
三
月
）、→
『
宮
廷
女
流
文
学
読
解
考  
中
世
編
』（
笠
間
書
院  
一
九
九
九
年
）。 
（
2
）
田
渕
句
美
子
「
阿
仏
尼
の
旅
の
変
容―
『
十
六
夜
日
記
』
か
ら
『
阿
仏
東
下
り
』
へ
」（『
説
話
論
集
』
一
七
号  
二
〇
〇
八
年
五
月
）。 
（
3
）
久
保
貴
子
「『
十
六
夜
日
記
』
と
『
阿
仏
東
下
り
』―
阿
仏
尼
像
の
変
遷
」（『
実
践
女
子
短
大
評
論
』
二
二
号  
二
〇
〇
一
年
三
月
）。 
（
4
）『
ぐ
ん
し
ょ
』
一‐
七
号  
一
九
六
二
年
七
月
。 
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（
5
）『
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館  
和
漢
書
書
名
目
録  
増
加
第
二
（
自
明
治
三
十
二
一
月
至
仝
四
十
年
九
月
）』（
一
九
一
一
年
三
月
）。 
（
6
）『
国
文
学
攷
』
五
八
号  
一
九
七
二
年
二
月
。 
（
7
）
松
原
一
義
「
北
駕
文
庫
蔵
『
十
六
夜
日
記
』（
注
釈
書
）
の
解
説
と
翻
刻
」（『
調
査
研
究
報
告
』
三
〇
号  
二
〇
一
〇
年
三
月
）。 
（
8
）
松
原
一
義
「
多
和
文
庫
蔵
『
十
六
夜
日
記
』（
注
釈
書
）
の
翻
刻  
前
編
」（『
四
国
女
子
大
学
紀
要
』
一‐
二
号  
一
九
八
二
年
三
月
）、「
多
和
文
庫
蔵
『
十
六
夜
日
記
』（
注
釈
書
）
の
翻
刻  
後
編
」（
同
二-
一
号  
一
九
八
二
年
一
二
月
）。 
（
9
）「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
』
解
題
・
翻
刻
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
六
六
号  
二
〇
一
九
年
三
月
）。 
（
10
）
小
川
寿
一
の
蔵
書
印
は
、
中
野
三
敏
編
『
近
代
藏
書
印
譜
』
四
編
（
青
裳
堂
書
店  
一
九
九
七
年
）
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
小
川
寿
一
の
旧
蔵
書
は
京
都
で
売
り
立
て
ら
れ
た
と
い
う
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
小
川
寿
一
旧
蔵
本
が
ほ
か
に
七
件
所
蔵
さ
れ
る
。 
（
11
）『
源
氏
物
語
聞
録
』
全
五
冊
は
『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
一
、
四
、
五
、
七
、
八
、
九
、
一
一
、
一
六
、
一
九
号
（
二
〇
〇
六
年
二
月
～
二
〇
一
三
年
七
月
）
に
日
向
一
雅
、
湯
浅
幸
代
、
木
下
綾
子
、
芝
崎
有
里
子
に
よ
る
翻
刻
が
あ
り
、
兼
道
の
署
名
部
分
な
ど
一
部
影
印
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 
（
12
）
宮
本
武
史
編
『
徳
島
藩
士
譜
』（
徳
島
藩
士
譜
刊
行
会  
一
九
七
二
～
一
九
七
三
年
）。 
（
13
）
日
向
一
雅
編
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
世
界
』（
青
簡
社  
二
〇
一
四
年
）。 
（
14
）『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店  
一
九
九
九
年
）。 
（
15
）
笠
間
書
院  
一
九
七
二
年
。 
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（
16
）
以
下
、
基
本
的
に
聞
書
注
を
、
早
大
本
に
よ
っ
て
示
す
。
私
に
句
読
点
と
濁
点
を
付
し
、
丁
数
と
丁
移
り
を
示
す
。
早
大
本
に
は
本
文
同
筆
の
（
つ
ま
り
親
本
以
前
の
段
階
で
付
さ
れ
た
）
濁
点
が
一
部
ふ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
に
示
す
。
長
い
注
は
一
部
「（
中
略
）」
で
省
略
し
た
。
画
像
は
早
稲
田
大
学
図
書
館WINE
、
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
公
開
中
で
あ
る
。 
（
17
）
松
原
一
義
「
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
「
不
知
夜
記
」（
仮
題
）
を
め
ぐ
っ
て―
付
・
天
理
図
書
館
蔵
『
阿
仏
記
』
の
こ
と―
」（
伊
井
春
樹
編
『
日
本
古
典
文
学
研
究
の
新
展
開
』
笠
間
書
院  
二
〇
一
一
年
）。 
（
18
）
森
井
信
子
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
伊
佐
霄
記
」
の
位
置
付
け
」（『
大
妻
女
子
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
論
集
』
六
号  
一
九
九
六
年
三
月
）、「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
『
伊
佐
霄
記
』
の
位
置
付
け
２
」（
同
七
号  
一
九
九
七
年
三
月
）。 
（
19
）
森
井
信
子
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
『
伊
佐
霄
記
』
の
位
置
付
け
２
」。 
（
20
）
九
条
家
旧
蔵
本
の
本
文
は
岩
佐
美
代
子
「
翻
刻  
九
条
家
本
『
十
六
夜
日
記
（
阿
仏
記
）』―
残
月
鈔
本
・
尊
経
閣
本
『
阿
佛
假
名
諷
誦
』
対
照―
」（『
宮
廷
女
流
文
学
読
解
考  
中
世
編
』）
に
よ
っ
た
。 
（
21
）
松
原
一
義
「『
十
六
夜
日
記
』
注
釈
書
の
新
資
料
の
報
告―
多
和
文
庫
蔵
「
十
六
夜
日
記
」―
」。 
（
22
）『
小
田
原
市
史  
通
史
編  
近
世
』（
精
興
社  
一
九
九
九
年
）。 
（
23
）
山
本
登
朗
『
伊
勢
物
語
論  
文
体
・
主
題
・
享
受  
新
装
版
』（
笠
間
書
院  
二
〇
一
七
年
）「『
伊
勢
物
語
集
注
』
の
位
置
」。 
（
24
）
瀬
尾
博
之
「『
伊
勢
物
語
集
注
』
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て―
好
色
批
判
の
観
点
か
ら
」（
鈴
木
健
一
編
『
江
戸
の
「
知
」―
近
世
注
釈
の
世
界
』
森
話
社  
二
〇
一
〇
年
）。 
（
25
）
こ
の
よ
う
な
書
名
を
誤
認
す
る
注
は
、
日
記
冒
頭
の
「
む
か
し
か
べ
の
な
か
よ
り
、
も
と
め
い
で
た
り
け
ん
文
の
名
を
ば
」
に
つ
い
て
の
注
「
漢
の
高
祖
の
時
、
壁
中
よ
り
論
語
と
い
ふ
文
を
と
り
出
し
て
、
今
の
世
ま
で
傳
は
れ
り
。
こ
ゝ
に
文
の
な
を
ば
と
か
け
る
は
論
語
を
さ
し
て
い
へ
り
」
に
も
見
ら
れ
る
。
正
し
く
は
、『
古
文
孝
経
』
で
あ
る
。 
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（
26
）
小
倉
慈
司
「
研
究
ノ
ー
ト
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
写
本
の
基
礎
的
研
究
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
六
三
号  
二
〇
一
一
年
三
月
）。 
（
27
）『
梁
塵
研
究
と
資
料
』
二
号  
一
九
八
四
年
一
二
月
。 
（
28
）『
東
関
紀
行
』
の
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
中
世
日
記
紀
行
集
』（
岩
波
書
店  
一
九
九
〇
年
）
に
よ
っ
た
。 
（
29
）
奥
村
哲
也
「『
海
道
記
』
鴨
長
明
作
者
説
の
周
辺
」（『
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
』
二
八
号  
二
〇
〇
一
年
三
月
）。 
（
30
）
橋
本
政
宣
編
『
公
家
事
典
』（
吉
川
弘
文
館  
二
〇
一
〇
年
）。 
（
31
）
兼
量
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
水
無
瀬
氏
成
は
、
て
に
を
は
論
書
な
ど
を
も
の
し
て
い
る
。
川
平
ひ
と
し
「〈
翻
〉
資
料
紹
介
水
無
瀬
氏
成
伝
・
和
歌
テ
ニ
ヲ
ハ
論
書
」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
』
一
四
号  
一
九
八
六
年
三
月
）
参
照
。 
（
32
）
神
作
研
一
「
歌
書
の
変
遷―
江
戸
前
期
を
中
心
に―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
』
三
〇
号  
二
〇
一
〇
年
三
月
）。 
（
33
）
久
保
貴
子
「
山
岸
文
庫
蔵
『
不
知
夜
記
』
解
題
・
翻
刻
」（『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』
二
四
号  
二
〇
〇
五
年
三
月
）。 
 
付
記  
所
蔵
典
籍
の
閲
覧
調
査
の
許
可
を
賜
っ
た
静
嘉
堂
文
庫
と
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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Izayoi-no-Nikki Kikigaki another reception of 
Izayoi-no-Nikki in early modern period 
IKUURA Hiroyuki 
IWASA Miyoko revealed that the manuscript formerly possessed by 
the Kujo family is the best manuscript for literary study of Izayoi-no-Nikki.  
However, the texts of popular edition are also significant in reception 
history study since it was distributed widely in early modern period when 
this work was acknowledged as masterpiece of travel writing.  While 
Izayoi-no-Nikki Zangetsushō is famous as annotated edition wood-brock 
printed book, Izayoi-no-Nikki owend by Tawabunko library and 
Hokugabunko library contain another annotation made by 1712.  Recently 
Waseda University Library has stocked an annotated edition manuscript 
titled Izayoi-no-Nikki Kikigaki transcribed annotation same as that owned 
by Tawabunko and Hokugabunko.  It records colophon in 1673 and 
contains an annotation that "This one line lacks in wood-brock printed 
edition book (printed in 1659)" in variant part of a text that differs from 
popular edition.  The variant text is contained in the manuscripts 
formerly possessed by the Kujo family, that owend by Matsudairabunko 
Library of Shimabara Library, and that owend by Seikado bunko Library.  
The annotated edition of Izayoi-no-Nikki refer to various book printed in 17 
century.  It tells us another reception history of Izayoi-no-Nikki in early 
modern period. 
 
